
05機能要件 (統計分析システム)

備考欄に「★」が付いている項目については実現が難しい場合は別途協議の上、削除する場合がある。

No 要件 備考

1 図書館システムとは独立したBIツール(ビジネスインテリジェンスツール)を導入し、図書館システムから出力され

たデータを取り込んで、職員が自由に統計帳票を出力できること。

2 面ヌ
=万
石顧戸三 男ll紙06の「統計一覧」に指定された全ての統計帳票を作成・出力可能であること。図書館シ

ステムの機能で当該統計帳票を出力できる場合もBIツールでの出力機能は必須とする。ただし、その場合は、
定義保存やフォーマント作成など、簡易的な操作で出力する必要はない。

★

3 BIツールは、図書館内の端末単独で動作するものでも、サーバ接続環境で動作するものでも可とする。ただし、

図書館システムと切り離しても動作可能であり、図書館システムが動作しない環境でもBIツーアレの利用が可能で

あること。

4 BIツールの利用は図書館内に設置した端末からのアクセスを基本とし、図書館内に設置した端末のみからの利

用に限定することが可能であること。

5 BIツールの評価・改良・操作方法習熟等のため、図書館外の端末からの利用が可能であること

6 BIツールは図書館システムからCsV形式でデータを取得することが

7 XMLまたはJSON形式のデータを読み込め

8 貸出・返却・図書検索閲覧・本目互貸借等の履歴データ(以下「履歴データ」という。)が BIツール用のデータベー

スに連携されて、BIツールでの統計に活用できること。

9 XML形式、またはJSON形式でダウンロードできること。

10 BIツールは、GUlを備えており、市販または受託者作成のマニュアルが用意されていること。

11 図書館システムから統計分析システムヘ出力される履歴データは、性別
。年齢・生年など最低限の統計要素以

外の個人情報を自動的に除去した上で出力されること。また、個人番号の置き換えや,貸出ごとの番号付与等、
なんらかの工夫を用いて個人情報を除去しても同一人による連続の貸出が判別できるような仕組みがとられてい

ること。

12 図書館システムから統計分析システムヘのデータ更新は自動化し、1日 1回程度のバンチ処理とする。

13 履歴データは、図書館職員による手動操作でもダウンロードした上でBIツールに投入可能であること。 ★

14 履歴データは、日次、週次、月次、年次、および過去1月 以内のデータについて任意のタイミングでダウンロード

できること。

★

15 個人情報を除去しても同時に貸出された図書等を判別できるよう1こ、貸出ごとの番号等が付加されてヤ

Υ

ム
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No 要件 備考

16 履歴データをダウンロードできる端末は図書館内の指定された端末に限定することが可能であること。 ★

17 貸出・返却履歴には、貸出番号/貸出日時/返却日時/資料番号/書誌情報/場所区分/請求記号/状態
区分および利用者情報などが含まれる。ただし、利用者情報については個人情報を除去して性別・年齢・生年
のみが記録される。ここで貸出番号は、利用者によつて同時に貸出されたことがわかる一連記号とする。なお、貸

出番号による姑応が難しい場合は、個人番号の置き換え等なんらかの方法を用いて個人情報を除去しても同一

人による連続の貸出が判別できるような仕組みがなされていること。

18 Web図書検索の閲覧履歴には、閲覧日時/アクセス元IPアドレス/リクエスト内容/HTTPステータス番号/送
信されたデータのバイト数/リンク元のページのアドレス/ブラウザの情報を含む。

19 予約履歴には、予約番号/予約日時/書誌情報/予約者情報などが含まれる。ここで予約番号は、利用
よって同時に予約されたことがわかる一連記号とする。なお、予約番号による対応が難しい場合は、個人番号の

置き換え等なんらかの方法を用いて個人情報を除去しても同一人による連続の予約が判別できるような仕組み

がなされていること。



06帳票一覧

項目は現行帳票を参照・踏襲すること。レイアウトについては当館と協議のうえ決定する。

No 出力形態 名称 備考

1

レシート 貸出票

2
レシート 予約割当票

3
レシート 資料利用栗

4
Excelま kJよPDFttCSV 団体貸出票

5
Excelま kュ |よ PDFttCSV 団体貸出宛名・返却票 (他館 )

6
Excelまた|ま PDF+CSV 団体貸出宛名・返却票 (金沢西高校)

7
Excelまた |ま PDF+CSV 団体貸出宛名・返却票 (県庁)

ExcelまたはPDFttCSV 在架予約資料リスト

9
Excelまた |ま PDF+CSV 図書検索結果リスト(所蔵単位)

10
ExcelまたはPDF+CSV 発注短冊リスト

11
ExcelまたはPDF+CSV 受入リスト(1) 書店

12
ExcelまたはPDFttCSV 受入リスト(2) 図書

13
Excelま文ュ′よPDF+CSV 資料貸出通知書 (※相互貸借)

14
Excelまた|ま PDF+CSV 資料借受申込書 (※相互貸借)

15
Excelま女生ιよPDF+CSV 資料返却通知書 (※相互質借 )

16
Excelま★ュ|ま PDF+CSV 相互貸借郵送宛名

17
ラハミル 背ラベル

18
Excelま女二′よPDF レファレンス回答

19
Excelまた |まPDF 督促用文書

20
|まがき 督促用はがき

21

CSV 図書検索結果リスト(書誌単位) 書名、巻次、シリーズ名、著者名、出版社、出版年、ISBN、 本体

価格、分類

22

CSV 展示図書リスト 書名、巻次、シリーズ名、著者名、出版社、出版年、請求記号、
資料番号、БBN、 帯出区分、予約数、本体価格、分類、配架区
分、貸出回数 (累積)

23

CSV 資料読込リスト 資料番号、バーコード、書名、巻次、シリーズ名、著者名 (1～
3)、 出版社、出版年、資料種別、配架区分、請求記号、帯出区
分、利用回数 (累積)

24
CSV 選書リスト 書名、巻次、著者名 (1～ 3)、 出版社、出版年、

対象、 大きさ。ページ、本体価格、発注価格、
分類、内容、利用
ISBN、 MARC

25

CSV 発注リスト 書名、巻次、者者名 (1～ 3)、 出放社、出放午、分類、本l不仙梧、
発注価格、ISBN、 MARC、 受入日、登録日

26
CSV 図書原簿 資料番号

受入種別
著者名、書名・巻次・版次、出版社、出版年、疋

~価
、

評価、受入価格、受入先、請求記号

27

CSV 雑誌タイトルー覧 所蔵する雑誌タイトルー覧

28
CSV 相互貸借貸出リスト 相互貸借貸出中資料の一覧
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CSV形式で出力するものとする。

No 種別2 名称2 縦軸2 横軸2 求める値2 備考2

1 資料利用統計 個人質出統計 (明細 ) 資料種別 利 用 者́ 1室男Щ 貸出冊数

2 資料利用統計 分類別貸出冊数 <カウ
ンター別 >

分 類 カウンター月Щ 貸出冊数

3 資料利用統計 学習文庫貸出 月 (年度 ) 利用者種丹H 件数及び貸出‖‖数

4 資料万ヽll用 続計 学校凶書蠣利用緬計 月 (年度) 学校種別 登録数、利用数、貰出
数

5 資料利用続計 資料利用続計 (年報)
<利用者種別 >

月 (年度 ) 利用者種別 貸出冊数

6 資料利用統計 貸出利用者数統計 月 (年度 ) カウンダー

"町

、年齢別 貸出冊数 個人及び団体

7 資料利用統計 貸出集計 資料種別 不可用者種月町 貸出‖数

8 資料利用統計 資料利用続計 (年報 )
<資料種別 >

月 (年度 ) 資料種烈1 貸出冊数

9 資料利用統計 資料利用統計 (年報 )
<地区>

月 (年度 ) 自治体 貸出‖数

10 資料ネlJ用続計 各至別利用状況 月 (年度 ) カウンター別 質出人員 石川県続計書

11 資料利用統計 各至別みヽll用状況 月 (年度 ) カウンター別 貸出冊数 石川県統計書

12 資料利用統計 部門別貸出利用 1「数 月 (年度 ) 分奏員十刻;土 貸出冊数 石川県統計書

13 資料利用続計 書庫出納集計 日付 カウンター別 書厚出納件多文

14 イ資料利用続計 還隔地受収 還隔地覚収侑歴凶

書館

利用者種別、合計 還隔地受取 l‖十数

15 資料和I用統計 遠隔地返却 還隔地返却指定凶

書館

和」用者種別、合計 遠隔地返却冊数

16 蔵書続計 受人図書分類椀口十 受入区分/種別 分 類 受入‖‖数 一般書の内r′、、その他資料
の内訳を含む

17 蔵書統計 部門別蔵書数 年 (年度 ) 分 類 蔵書数 石川県統計書

18 相互貸借統計 相互貸借貸出続計 (年
報)<資料種別 >

図書蠣 資料種別 相互貸借貸出冊数

19 相互質借続計 相生質情借受続計 く早

報)<資料種別 >
図書館 資料種別 相互貸借借受‖‖数

20 相互貸借統計 相互質借貸出続計 <
県内 >

凶書朗 資料オ重別 相互貸借貸出冊数 学習文庫はセット及び‖数
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No, 種別2 名称2 縦軸2 横軸2 求める値2 備考2

21 相互貸借統計 相互質情貸出続計<
県外>

凶書蛹 資料種別 相互質借貸出‖J数

22 予約統計 予約統計 (年報)<利
用者種別>

月 (年度 ) 利用者種月J 予約数

23 予約統計 予約統計 (年報)<予
約窓口>

月 (年度 ) 予約窓日 予約数 予約窓口=各カウンダー、
図書検索端末、Web図書検
索等

24 利用者統計 利用者登録続計 (年
報)<利用者種別 >

月 (年度 ) 利用者種別 新規登録者蓼文

25 利用者統計 地区別登録者数 自治体 人数 登録者数

26 利用者統計 各室別利用状況 月 (年度 ) カウンター別 新規埜録者数 石川県統計書

27 利用者統計 利用者登録統計 (利用
者区分別 )

↑生男町 利用者区分 利用者数

28 利用者続計 利用者登録統計 (年齢
男叫)

↑生別 年齢 利用者数

29 要 覧 貸出‖数 年 (年度 ) 和I用者種別 貸出‖けを文

30 要 覧 分類別貸 出‖‖数 分類 カウンター月町 賢出‖数

31 要 覧 蔵書等 F力蔵資料 (蔵

書 )

蔵 書 Pジヤ蔵数

32 要覧 蔵書等 P方蔵資料 (特殊
文庫 )

特殊文庫 防蔵数 文庫数、冊数

33 要覧 蔵書等所蔵資料 (マイ

クロフィルム)

マイクロフィルム 所蔵数 種別毎の数を含む

34 要覧 蔵書等 P)T蔵資料 (その

他資料 )

その他資料 P力蔵数 種別毎の数を含む

35 要覧
~

年間受入冊数 区分 (一般図書、児
童、読書普及)

受入区分 (婚入、新昭 ) 受入冊数

36 要覧 分類別増カロ‖‖数 (受入
冊数 )

区分 (一般凶書、児

童、読書普及 )

分類 受入冊数

37 要覧 分去真別除籍‖‖致 (際籍
冊数 )

区分 (一般図書、児
童、読書普及)

分類 際籍‖「 数

38 要覧 分類別蔵書‖‖数 (蔵書
数)

区分 (一般凶書、児

童、読書普及 )

分類 蔵書数
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No 種別2 名称2 縦軸2 横軸2 求める値2 備考2

39 日本凶吾蝙協会 V口1
査票

日本図書館協会が作成する
公共図書館調査票 (都道府
県立)が求める統計の値を
出力。

40 県内相互賃借続計 県内相生質悟 (1音支 ,

館別

図書館 月 (年度 ) は頼数、借受数、謝絶
数

個別図書館または県内協力
館全館が指定できること。

41 県内相互質情続計 県内相互貸借 (借受 )
地区別

地区 (力口貨・金沢近
郊・中能登・奥能
登・その他)

月 (年度 ) 依頼数、借受数、謝絶
数

個別図書館または県内協力
館全館が指定できること。

42 県内相互質借続計 県内相互貸借 (貸出)
館別

図書館 月 (年度 ) 受付数、賃出多え、謝絶

数

個別図書館または県内協力
館全館が指定できること。

43 県内相互質悟続計 県内相互貸借 (貸出)
地区別

地区(加賀・金沢近
郊・中能登・奥能
登。その他)

月 (午反 ) 受付教、貸出数、謝絶
教

個別図書館または県内協力

館全館が指定できること。

44 蔵書統計 雑誌所蔵続計 雑誌の所蔵数 裂本登録済みの場合は、裂

本登録されている巻号ごと1こ

所蔵数としてカウントする。

45 資料利用統計 資料利用続計 (全股 ) 貸出‖‖数 以下の項目を掛け合わせて

出力できること。
年齢/性別/貸出窓口/
利用者種別/配架区分/
分類(10分類)/資料種別/
貸出冊数/返却冊教/資
料形態/資料区分
年報、月報、任意の期間で
の出力が可能なこと。

46 相互貸借統計 相互質借統計 (全般 ) 以下の項目を掛け合わせて

出力できること。
貸出先館/貸出日/貸出
冊数/返却冊数/資料種
月可
年報、月報、任意の期間で
の出力が可能なこと。

47 資料利用続口十 照内凶書検索検索続

計

以下の項目を掛け合わせて

出力できること。
検索キーワード/検索回数
/書名ごとのレシート出力
年報、月報、任意の期間で
の出力が可能なこと。

48 予約締計 予約続計 (全肢 ) 以下の項目を掛け合わせて

出力できること。
利用者種別/予約時間帯
/予約窓口/資料形態/
年齢/性別/利用者種別
/利用者区分/予約/リク
エスト
年報、月報、任意の期間で
の出力が可能なこと。
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No 項 目 要件

1 座席予約システム 利用者自ら、座席・会議室を予約・利用。終了す
座席管理を行う対象は以下の通り。
〈コーナー〉

①3Fサイレントルーム 26席

が可能な座席予約システムを導入すること。

②2Fインターネット端末 5席 (端末 5台)※サーバ連動
③3R視聴覚端末 2席 (端末 2台 )※サーバ連動
④3F_商用DB端末 2席 (端末 2台 )※サーバ連動
⑤3F NDL端末 1席 (端末 1台)※サーバ連動
⑥2Rグループ学習室 4席

2 圧席予約システム 利用者の不町便性を高めるために、以下紺応が可能なシステムであること。
・来館された利用者は、予約端末から各コーナーの空席状況表示と当日分の座席予約・肖1除が可

能なこと。
・利用者が図書館外の端末 `スマートフォン等からインターネット経由で図書館ホームページに接続
し、図書館内各コーナーの現時点の空席状況を確認及び当日・未来日の座席予約も可能なこと。
・管理端末では、利用者がインターネットDB端末・予約端末を利用していてもスケジュール等の修
正が可能なこと、また、その内容をインターネットDB端末・予約端末に

'ア

ルタイムに反映出来るこ

と。
・予約端末及び管理端末の台数に制限がないこと。

3 座席予約システム (図書館の入館管理を行うこととなった場合に限る)入館管理対応が可能であること。

4 座席予約システム 以下の5つから構成されること。
(1)座席予約システム管理サーバ

(2)座席予約システムweb予約サーバ
(3)座席予約端末
(4)管理端末
(5)各コーナ設置端末

5 座席予約システム 導入する全端末には、特定のメニューボタンを出さないなど、Windows操 作制限をかけても、問題

なく動作するすること。

6 厘席予約システム インターネットフィアレタリングソフトにより、閲覧制限のカテゴリ設定をかけても、問題なく動作するす

ること。

7 圧扁予約システム 端末運用管理システ り、各端末、座席予約端末及び管理端末は、端末の還隔起動指示・還

隔終了指示をかけても、問題なく動作すること。その際、全台またば特定端末を指定することができ

ること。また、全端末の画面モニタリングも可能なこと。

8 座席予約システム 各端末は、同一セグメントのネットワークに設置されること。

9 座席予約システム ブラウザを切り替え 、図書検索画面と座席予約の動作が可能なこと。

10 座席予約システム 貸出カード(バーコード)・パスワードを使用した座席予約ができること。
ただし、館内での予約の際は、貸出カードのバーコード入力のみで受け付けを行う。貸出カードの

有効/無効を確認し、無効の場合は警告画面を表示して利用できない制御を行うこと。

11 歴痛予約システム 図書館システムと連携することにより、年齢、利用区分等で各ブースごとの条件設定に合わない場

合は、そのブースのみ利用できない制御を行うことが出来ること。制限する内容については、別途

打ち合わせの上決定する。
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No 項 目 要件

12 座席予約システム 利用者カ 用出来るよう、当日の予約は1つまでとすること。ただし、未来日にWob予約があ
る場合でも当日に来館した場合は、予約端末から1つまで予約ができること。

13 座席予約システム 各コーナーご≧に同一利用者の同日内の最大利用回数。時間を制限することができること。術J限を

超えた利用は、利用認証の際に判断し利用できない制御を行うこ≧。

14 圧席予約システム 予約票に記載された「受付番号」はシステムが発行するランダム番号とし、他者が類推できない番

号とすること。また、同国内に同じ番号が発行されない仕組みであること。

15 座痛予約システム 終了時間が来る前に退席処理が出来ること。退席処理を行うと、該当の座席は次の利用者に割り

当て対象となること。
画面の「退席」ボタンを押すことで、シャントダウン・退席処理が行われること。また、予約端末にて退

席処理出来ること。

16 座席予約システム 退席処理を行つた場合、利用時間は途中退席した残り時間分は差し引かれて、再反和」用可能時

間とすること。なお、利用回数は、退席しても1回とカウントする。

17 座席予約システム 待受け画面に、現時点での予約可能な座席数がリアルタイムに一覧表示されること。

満席の場合は、満席表示し、何分後に予約可能か表示できること。

18 座席予約システム タッチパネル操作で誰でも簡単に操作できること。また、予約完了したら、予約票を印刷できること。

19 座席予約システム 貸出カード番号 (バーコード)を入力した後に、現時点でのコーナーごとの利用回数・時間が確認

できること。
その後、コーナー選択して【いつから】【何分間】【どの座席を】使うかを座席予約できること。

20 座席予約システム 【いつから】【どの座席を】【何分聞】の指定は、選択肢が一つしかない場合は、選択ボタンを表示さ
せないこと。

21 座席予約システム 予約と予約の間隔の時間設定はコーナーごとに初期設定できること。

22 座席予約システム 【いつから】は開始時刻を設定させず、システムが自動で最短利用できる時刻を設定する機能も保

有すること。

23 座席予約システム 【どの座席を】は座席番号で選択だけではなく、座席MAPの席を直接タッチして指定する機能も保
有すること。

24 座席予約システム 選択するのではなく、システムが座席を自動割振りする設定も可能

なこと。また、自動割振りされた座席を座席MAP上に印を付けて案内できること。

25 座席予約システム 【何分間】は使うかを選択する際、閉館聞際で残り時間がわずかな場合はI閉館まで」の選択が可
能であること。

26 座席予約システム 書館との相談で設定することが可能なこと。背景のデザイン

作成等は含まない。
また、本県より画像提供されたキャラクターなどを表示することも可能なこと。

27 座席予約システム 予約端末から「座席利用上の注意」画面を表示できること。また、予約ボタンを押すと1圧席利用上

の注意」が表示され、「承認」ボタンを押さないと予約入力画面に遷移しない設定も可能なこと。
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No 項 目 要件

28 座席予約システム けに館内の予約状況 (残予約数もしくは満席/混雑/空席など)を表示する
HTMLファイアレを提供すること。

29 座痛予約システム 利用者の代行予約ができること。また、イレギュラー対応できるよう、複数予約も対応可能となつてい

ること。

30 座席予約システム 予約されている時系列のパーをマウスでクリックすることで、貸出カード番号・予約時間を確認でき、

利用終了・予約削除・予約票レシートの再発行ができること。

31 座席予約システム 異なるログインID・ パスワードで管理者・職員。委託業者等の使用できる機能に差を設けられること

32 座席予約システム 端末故障や座席使用が不可の場合など、時間を特定して利用できない時間枠 (故障設定)をする

ことができること。

33 圧席予約システム 利用者が、最大利用回数/時間を超過した場合も、制限を超えた特別予約ができること。(例 :12回

/日 」のコーナーでも、3回 目の予約入力可能 )

34 座席予約システム 貸出カード番号及び座席ごとの利用履歴を確認できる画面が用意されていること。

35 圧席予約システム 各コーナーごとの利用制限(利用回数。時間)を変更する場合は、管理者権限をもつ職員がる易に

変更できること。

36 圧痛予約システム 自由に使えるメッヤージエリアを2つ用意し、メンセ
~ジ文言は変更できる

こと

37 座席予約システム 各コーナーごとの曜日別の開閉館時間は初期設定できること。

38 圧 l市予約システム 職員がカレンダーから開閉館時間が変更になる日を事前に13カ月先まで設定しておくことができる

こと。また、設定した内容は容易に確認できること。(例 :コーナーAは、12月 1日 午前中だけ予約対
象としないなど)

39 座痛予約システム 利用統計表が出力できること。それぞれコーナーごとの利用回数・時間、時間帯別の利用回数・時

間をCSV出力できること。また、期間設定することで、その期間の集計数値もCSV出力できること。
年齢区分別、利用区分別等図書館システムとして、データ集計する項目については、別途打合せ

の上決定とする。

40 圧 l市予約システム 予約票の「受付番号」を待ち受け画面に入力して初めて端末が利用できる仕組みとすること。
・予約した端末は時間以外に「受付番号」を入力しても、ロック解除されない仕組みであること。
・予約した時間のみ使用可能となり、モニタ画面内に残時間がカウントダウン表示されること。
・終了時間の数分前に終了をアナウンスするメッセージ画面を出力すること。
・予約した時間が終了すると、強制的にシャットダウンすること。
・再起動させる際に、ハードディスクを初期状態に戻した上で、待ち受け画面に戻すこと。
・該当の座席は、次の利用者に割り当て対象となること。

41 圧痛予約システム 商用DB端末には、利用者数が限定されている商用DB利用数をリアルタイムに表示し、利用可能な
場合は、利用申し込みできること。

42 座席予約システム 不可用者が商用DBにアクセスする際歓サイト1こアクセスするためのログインIDやパスワードを利用者
が知ることなく利用できるように設定すること。(※商用DB側でこの機能を許可されている場合に峡
る。)

43 圧席予約システム WEB予約した利用者は、来館して所定の時間 (利用開始時間+15分後等)までに予約端末から
「利用確定」を行うことで利用可能とすること。所定の時間を経過しても「利用確定」されない場合

は、予約が自動的にキャンセルされ、該当の座席は次の利用者に割り当て対象となること。

44 圧席予約システム インターネット経由で図書館ホームペ

能を有すること。

て、WEB予約内容の確認画面。予約取消の機
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No 項 目 要件

45 座席予約システム 端末用サイト、スマートフォン及びタブレット用サイトの構築にあたつて、Edgee chrOme・サファツのみ
ブラウザ環境の試験を行うこと。今後新たに生まれるブラウザ環境への適用費用は含まない。

46 座席予約システム WEB予約で予約可能な座席を指定することが出来る(設定しない席は当日館内予約しか出来ない
仕様とする)。 また、WEB予約から予約されていない座席は、当日館内から予約可能とする。

47 座席予約システム WEB予約できる期間 (例 :7日 前から予約可能)は、導入前に決定し設定することが可能であること。
WEB予約設定できる期間は、全てのコーナー (座席・会議室共)が同一期間設定とする。

48 座席予約システム 約する場合のみ、1年先まで予約入力することが可能なこと。

49 座席予約システム | の予 ス ム で

WEB予約・館内予約の画面から会議室内の写真や設備の説明等も閲覧可能≧し、会議室を指定
して予約可能なこと。
また、管理端末から職員が備考欄に、イベント名や団体名等、自由に追記できること。

50 座席予約システム ′ ― ション て 4 を 1

屋として予約可能なだけでなく、4部屋 (区切り)のうち、1部屋や2部屋、3部屋など部分的な予約が

可能であること。また、予約されていない部屋も予約可能であること。予約パターンは7パターンを想

定する。

51 座席予約システム 図 に ン ること。

52 座席予約システム 座席予約時に出力する予約票レシートは以下の8項 目を表示でき

①コーナー名、②座席名、③利用時間、④予約番号、⑤退席処理用のバーコード、
⑥予約受付日時、⑦利用者向けメッセージ1(横 14文字×縦2行三28文字まで)、 ③利用者向けメン
セージ2(横 16文字×縦6行=96文字まで)
また、⑦と⑥については、運用後も図書館にて変更可能とすること

53 座席予約システム る 票レシー に設 し スに

収まるサイズであること。

54 イベント管理システム 図書館で行われるイベントを、全て職員にて入力して管理できるシステムを導入する。
イベントごとに、以下公開区分に分けて管理できること。
①インターネット公開するイベント(予約申請可能)  ′
②インターネット公開するイベント(予約申請不可/表示のみ)
③インターネット公開しないイベント(予約申請不可)

55 イベント管理システム の 、インター ン るこ

また、①の場合は、更に利用者がインターネット経由でイベントの予約申し込みが出来ること。

56 イベント管理システム ベントの し込 ―ドまた ・メール

スと名前等の必要項目を入力することによつて、参加申し込みが可能なシステム ≧。

(貸出カード番号は図書館システムと連携すること)

57 イベント管理システム ツ
ハミ イこ て 、 日 の ベントの

、開催日時、締切日時、オンライン申請の可否、申込方法、講師名等が一覧表示で確認出来る

58 イベント管理システム イベントー覧のイベント名を選択すると、イベント詳細画面が表示され、イベント内容、開催日時、参

加紺象、定員数、開催場所、申込期間、申込方法、受講者決定方法の情報が確認できること。

59 イベント管理システム 表示できること。

60 イベント管理システム ター ツト ′ ワー

電話番号・メールアドレスと名前等を入力すること1こより、当日以降の講演会、各種イベントの予約

が可能なこと。

61 イベント管理システム ベ ン

込み出来ないこと。抽選の場合、ランダムで当選者が決定されること。

る 不
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No 項 目 要件

62 イベント管理システム 予約申込時、利用者ごとに受付番号が生成され、予約完了画面に表示されること。「受付番号」は
システムが発行するランダム番号とし、他者が類推できない番号とすること。

63 イベント管理システム イベントー覧のページから受付番号入力もしくは、貸出カードとPWにより、利用者自身の申込済の
イベントの内容確認ができること。また、確認後に申込済のイベントを申込取消することが出来るこ

と。

64 イベント管理システム 異馬 ログインID。パスワードで管理者・職員・委託業者等の使用できる機能に差を設けられること。

65 イベント管理システム 職員が申込者を登録する場合、WEBからの予約だけでなく、電話やはがきでの申込者情報も入力
でき、一元管理できること。WEB申 込からの申込か、職員が入力したかの判別が出来る仕様である
こと。

66 イベント管理システム イベントごとに、申込人数、申込者の受付番号、利用者 ID、 利用者名、受付日時等申込状況が確

認できる画面が表示できるこ≧。

67 イベント管理システム 申込者一覧画面上の受付番号を選択すれば該当の申込者の詳細表示及び予約削除画面に遷移
できること。

68 イベント管理システム 管理者が閲覧するイベントー覧 、イベントID、 開催 日、イベント名、開催場所、申込方法、甲込

数/定員、締切 日時、WEB公開/非公開が表示されること。

69 イベント管理システム 管理者が閲覧するイベントー覧では、開催済のイベントも検索可能なこと。

70 イベント管理システム イベントを選択すると、該当イ 参加者が一覧表示されること。

71 イベント管理システム 対象期間、WEBへの公開区分、講師名等を入力すれば、登録済のイベントを検索でき、検索結果
がイベントー覧として表示されること。

72 イベント管理システム 利用者 ID、 利用者名等の個人情報は、イベント開催後、一定期間経過後に消去されること。ただ

し、統計用の人数のみ消去されずに保存されること。

73 イベント管理システム 管理者画面からは、新規イベント登録・変更・肖1除が可能なこと。

表示項目は、開催日・開催時間・講師・場所・定員・内容・申込方法・締切日の入力・表示が可能な

こと。

74 イベント管理システム 7入ントごとに、自動でイベントlDの設定ができること。

75 イベント管理システム イベント作成時、申 、先着)贋・抽選の選択ができること。

76 イベント管理システム イベント新規登録の際に、過 たイベントを引用することで、登録内容が新規登録画面に

自動的に入力され、追加 :修正して新規イベントとして登録可能なこと。

77 イベント管理システム イベントごとに、利用者が登録する情報(例 :電話番号、区分等)を選択でき

78 イベント管理システム イベント新規登録の際に、定員数とは別に、キャンセルを見越した予備人数を任意で設定できるこ

と。

79 イベント管理システム 予約者の一覧表示及びCSVファイル出力が可能なこと。

80 イベント管理システム 図書館で行われる、①～③イベント全ての集客数等の統計データを作成できること。

81 イベント管理システム WEBttiに公開しないイベントも登録することができること。
公開しないイベントの情報も統計には反映されること。

82 イベント管理システム 開催予定・開催済に関わらず、イベントの一覧表示及びCSVファイル出力が可能なこと。

83 イベント管理システム 重複 (同じメールアドレスかつ同じ氏名)の申込は自動的につ

'除

すること。なお、重イ(夏判定に使用

するチェック項目(氏名、電話番号、メールアドレスなど)については、別途打合せのうえ決定する。

84 イベント管理システム イベント作成時に、申込みの入力項目を独自に1項 目追加できるようにする。

※例えば、年齢等

85 イベント管テ}はシステム グループ (家族・友人等)での申込み (※ 1度の申込みで複数人の申込みが出来、申込み人数に

応じてカウントアップされる。)に対応できること。

86 イベント管理システム 新システムで構築するメールサーバを利用し、メールの送受信ができること。
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87 イベント管理システム メールアドレスの入力があつた場合、受付完了時に受付確認メールを利用者に送信すること。

88 イベント管理システム 抽蓮剤の場合、抽選発表日時に自動的に当選・落選メールの送信が可能なこと。メールの文面は

図書館にて調整できること。

89 イベント管理システム 事前に設定した日に、参加者に自要力的に

'マ

インドメールの送付が可能なこと。

90 イベント管理システム の入力項 目「年齢」区分は、導入時に打合せの上初期設定できること。また、運

用中においても、打合せの上変更可能であること。
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No 項 目 要件

1 全般 利用者がセルフ運用にて借りた本の貸出日、タイトル、著者等の情報を、専
用機である読書通帳機を介して読書通帳に印刷できること。

2 全般 以下の2つから構成されること。
(1)読書通帳機
(2)読書通帳連携用サーバ

3 読書通帳機 形式は卓上型であり、以下の規格であること。
寸法:400(幅)× 600(奥行)× 365(高さ)mm

4 読書通帳機 本県が準備する筐体カバー内に設置できる仕様であること。

5 読書通帳機 プリンタと端末が内蔵され、卓上においても運用できるよう、コンパクトな一体

型筐体であること。

6 読書通帳機 利用者が容易に操作できるよう、7インチ以上のタッチパネル液品を内蔵する
こと。

7 読書通帳機 静粛性に配慮した筐体であること。

8 読書通帳機 通帳等印昂J装置は、ドットインパクトプリンタ(以下ブリンタ)であること。

9 読書通帳機 プリンタのインクリボンは本県で容易に交換できること。そのための手l贋書を用

意すること。

10 読書通帳機 通帳等挿入時に、手が引き込まれないような構

11 読書通帳機 電源スインチを背面lヶ所にまとめ、利用者の誤操作やいたずらで電源が切ら

れないようにすること。

12 読書通帳機 通帳を初期登録する際には、利用者が利用者カードのバーコードをスキャン

操作することで、通帳媒体と読書通帳連携用サーバでの連携認識を行い、F「

吊Jできること。

13 読書通帳機 通帳等の新規発行や紛失に伴う再発行、利用者カード紛失処理等、読書通

帳機運用に関する業務処理が容易に行えること。

14 読書通帳機 図書館システムから転送されるデータは読書通帳システムに必要な項目9み
であること。
転送されたデータ項目情報を、印字データに変換して保管する仕組みを有

すること。
印字リクエストがあると、印字データを読書通帳機に送り、印字できる仕組み
を有すること。

15 読書通帳 139,7mm× 87.5mmのサイズで、見開き1ページの印字行数は12× 2=24行で
あること。

16 読書通帳 見開き15ページ(表紙見開き1ページ、印字見開き13ページ、冥表紙見開き1
ページ)であること。

17 読書通帳 本県から提示される表・裏に印昂Jされる色やデザインについては、事前に色
校正を提出し、県の了承を得ること。

18 読書通帳 磁気ストライプにより個体識別を行えること。

19 通帳印字 1行に日本語で30文字以上印字できること。



08機能要件 (読書通帳)

No 項 目 要件

20 通帳印字 1冊の印字明細数は、812行であること。

21 通帳印字 1度印字した後、同じデータを2回以上印字しないこと。

22 通帳印字 ページの最終行まで印字すると、自動で改ページする機能を有すること。

23 通帳印字 印字項目は以下の通りとする。
(1)貸出日
(2)書名 (巻号含む)
(3)著者名
(4)金額

24 図書館システム運携 図書館システムからネットワークに接続された読書通帳連携用サーバに対
し、一定間隔 (1～ 2分)で、その間に貸出されたデータを指定されたフォー

マント(CSVファイル)で転送すること。

25 図書館システム連携 返却データも、上記同様 できること。

26 図書館システム連携 60秒間に本の貸出。返却が行われなかつた場合、上記転送は行わないこと。

27 図書館システム連携 以 の の て 、指定する通信手段を許可すること(情報の伝送ができる

ようにネットワークの構成が行われていること)。
(1)図書館システム

(2)読書通帳連携用サーバ

(3)読書通帳機のネットワーク

28 印字データ あらかじめパラメータ設定した条件により、一定期間 (設計行程にて決定す
る)経過後、読書通帳連携用サーバから印字データを自動削除できること。

29 印字データ 返却時に印字データを読書通帳連携用サーバから削除できるよう、貸出

データを返却データで消込できること

30 保守 機器不良が発生した際には、機器の状態を確認し、必要に応じて機器交換

を実施すること。

31 保守 機器交換、システムメンテナンス、読書通帳の復元など、作業を実施するにあ

たり、関連企業以外に委託が発生する場合は報告すること。

32 保守 印字飛び、二重印字が発生した際には、利用者の明らかな過失がない限り、

新しい読書通帳に復元すること。

33 保守 通帳の詰まりが発生した際には、利用者の明らかな過失がない限り、新しい

読書通帳に復元すること。

34 保守 今後新規で登録する読書通帳については、磁気登録時 (通帳機での利用者

登録時)に二重登録できること。



09読書通帳製版・印刷に係る要件

No 要件

1 枷 子)の表紙 (表・裏)のデザインを行うこと。

2 読書通帳 (冊子)の冊子内のデザイン・F「宇項目は原則、当館が現行使用している読書通帳を踏要すること。

3 読書通帳は10,000冊 を製作、納品すること。

4 読書通帳10,000冊 は、本契約の賃貸借期間 (5年間)の任意の時期に当館の指示に従い納品すること。納品は1回ま

たは最大3回までの分割納品とする。



10機能要件 (絵本検索)

No 項 目 要件

1 全般 特定の絵本に類似した絵本を検索できること。
/

2 全般 以下2つから構成されること。
(2)絵本検索サービス

(3)絵本検索端末

3 絵本検索機能 タイトルや著者名により類似検索する絵本を絞り込み、利用者が選択した絵本と類

似する絵本を検索できること。

4 絵本検索機能 利用者が選択したテーマ、及び、利用者が入力したテーマ文章から抽出したキー

ワードに関する絵本を検索できること。

5 絵本検索機能 利用者が入力したストーリー文章から抽出したキーワードイこ関する絵本を検索でき

ること。

6 絵本検索機能 表紙絵の一覧から絵本を検索できること。

7 絵本検索機能 表紙絵が類似する絵本を、色、レイアウト、形の類似度合 り検索できること。

8 絵本検索機能 表紙絵の類似検索では、作者名で検索結果をソートできること。

9 絵本検索機能 検索結果一覧画面に絵本を表紙絵付きで表示できること。

10 絵本検索機能 検索結果一覧画面で関連するキーワードで絞り込みができること。

11 絵本検索機能 検索結果一覧画面で類似度合によるツートができること。

12 絵本検索機能 検索結果一覧画面で推定年齢スコア順によるノートができること。

13 絵本検索機能 検索結果一覧画面で絵本同士の類似度合をもとに、絵本の地図グラフを生成、表
示できること。

14 絵本検索機能 検索結果一覧画面の絵本を選択することで詳細情報が表示できること。

15 絵本検索機能 詳細情報画面に表紙絵、著者名、出版社、出版年、ページ数、出版社対象年齢、

推定対象年齢が表示できること。

16 絵本検索機能 詳細情報画面に絵本の文中の単語を出現頻度に応じて表示できること。

17 絵本検索機能 詳細情報画面で関連するキーワードで再検索ができること。

18 絵本検索機能 詳糸Ⅲ情報画面で資料情報 (所蔵館、資料番号、請求記号、配架場所、状態)を表示
できること。

19 絵本検索機能 詳細情報画面で表示されている絵本の情報をレシートに出力できること。

20 絵本検索機能 表示する絵本は、当館が所蔵する資料に限定する設定が可能なこと。



10別表1利用者区分ごとの利用者情報登録項目

No 利用者情報登録項目
利用者区分ごとの利用者情報登録項目

個人 団体 図書館

1 利用者ID(カード記載のバーコード読取) ○ ○ O

2 利用者区分 ○ ○ ○

3 利用者種別 ○ ○ ○

4 利用者氏名漢宇・カナ (カナは自動入力 ) ○ ○ ○

5 生年月日(和暦。西暦どちらも対応可能なこと) O ○ ○

6 年齢 (自 動入力 ) ○ ○ ○

7 性丹可 ○ ○ ○

8
郵便番号 (複数登録できること。郵便番号データファイルの最新版への

更新が容易であること。住所から自動入力できること。)
○ ○ O

9 住所 (複数登録できること。郵便番号から自動入力できること。) ○ ○ ○

10 住所 (市区町村 )コード(自動入力) ○ ○ ○

11 電話番号 (複数登録できること) ○ ○ ○

12 FAX番号 O ○ O

13 メールアドレス(複数登録できること) O ○ ○

14 保護者氏名 (利用者種別が団体または図書館の場合は代表者 ) ○ ○ ○

15 学校名または勤務先 ○ ○ ○

16 帰省先 ○ ○ ○

17 遠隔地利用図書館 ○ ○ ○

18 登録館 (当館か項 17のどちらかの館を選択。) ○ ○ ○

19
連絡方法 (項 8・ 9、 11、 13について、複数登録している場合は優先順位
を指定できること。)

○ ○ ○

20 パスワード ○ O ○

21 利用資格種別 (通常カード・一日利用限定カード) ○ ○ O

22 コメント(職員間共有用 ) ○ ○ ○



10別表 1利用者区分ごとの利用者情報登録項目

No 利用者情報登録項目
利用者区分ごとの利用者情報登録項目

個人 団体 図書館

23 コメント(利用者へのお知らせ用 ) ○ ○ ○

24 有効期限 (項 3をキーに自動入力 ) ○ O ○

25 担当者名 ○ ○

26 地 区 ○

27 相互貸借担当館 ○



10別表2各機能における利用者情報項目の要否

備考欄に「☆」が付いている項目については実現が難しい場合は別途協議の上、削除する場合がある。

No 利用者情報登録項目

利用者管理

検索キーとする項目
検索結果一覧で表
示する項目

検索結果一覧で並
べ替えができる項目

利用者詳細画面で
表示する項目

1 利用者ID
○ ○ ○ ○

2 利用者区分
○ ○

3 利用者種別
○ ○   (

4 利用者氏名漢字・カナ
○ ○ ① ○

5 生年月日(和暦・西暦どちらも対応可能
なこと) ○ ○ ○

6 年齢
○ ○ ○

7 性丹U
○ ○

8 郵便番号
○

9 住所
○ ○

10 住所 (市区町村 )コード
○

11 電話番号
○ ○ ○ ○

12 FAX番号
○

13 メールアドレス
○ ○

14 保護者氏名鉢町用者種別が団体または

図書館の場合は代表者 ) ○

15 学校名または勤務先
〇

16 帰省先
O

17 遠隔地利用図書館
○

18 登録館
○

19 連絡方法
○

20 パスワード
○

21 利用資格種別 (通常カード・一 日利用

限定カード) ○

22 コメント(職員間共有用 )
○



10別表2各機能における利用者情報項 目の要否

No 利用者情報登録項目

利用者管理

検索キーとする項目
検索結果一覧で表
示する項目

検索結果一覧で並
べ替えができる項目

利用者詳細画面で
表示する項目

23 コメント(利用者へのお知らせ用 )
○

24 有効期限
○

25 団体名
○

26 地 区
○

27 相互貸借担当館
○

28 貸出数
〇 ○

29 督促の有無
○ ○

30 督促回数
☆ ○

31 予約の有無
○ O ○

32 予約冊数
★ ○

33 延滞資料の有無
○ ○

34 延滞資料冊数
★ ○

35 過去5年分の利用回数・督促回数・貸
出冊数・予約件数 ☆



11機能要件 (端末管理)

No 項 目 要件

1 全 般 硝内に設置する端末の電源のON/OFF、 WindowsUpdate等の一括管理が行える
こと。

2 全 般 以下の3つから構成されることも
(1)端末管理サーバ

(2)端末
(3)管理コンノール

3 全般 複数の管理コンノールから管理できること。
(現状、図書館サーバ室のPCと 1階事務室の業務管理端末から操作可能)

4 全 般 管理コンツ▼ルから複数セグメントの端末を操作できること。
(現状は、端末管理サーバにLANハブを接続し、各ネットワークの端末を管理)

5 復元機能 利用者が端末の改変 (動作環境の変更、ソフトウェアのインストール、ファイルの追
加/変更/削除)を行なっても、端末を再起動するだけで瞬間的に復元する環境
復元機能を有すること。

6 復元機能 復元対象 (領域)は、ドライブ単位及びファイル/フォルグ単位でも設定可能である
こと。更に、システムレジストリハ]の復元しない領域を部分的に設定することが可能
であること。

7 利用用途に応じたソフトウェア環境ごとに複数の復元ポイントを設定でき、端末を再

起動するだけで瞬時に定められた環境へ復元する機能を有すること。

8 ウィァレス対策ソフトウェア/スパイウェア対策ソフトウェアに関する更新は、力衆
~境
復元

機能が有効な状態においても通常通り行え、再起動による環境復元後も更新内容

(パターンファイル、レジストリ情報等)が保持される機能を有すること。

9 動作状況をタスクトレイのアイコン表示色にて判別でき、アイコンの表示

/非表示の選択も可能であること。

10 復元機能 ブラウザのお気に入り、マイドキュメント、デスクトップ、MicrOsoR IMEのユーザ音子

書、ATOKのユーザ辞書などの領域を実際の複雑なフォルダ名を指定することな
く、簡単に、復元対象外にできる機能を有していること。

11 端末管理機能 リモート管理機能は複数同時に起動でき、起動時は利用者IDとパスワード

証を行うことで利用者ごとに使用できる機能を制限できること。
る認

12 端末管理機能 管理コンツールにて端末の各種情報 (コンピュータ名、IPアドレス、MACアドレス、
電源状態、ログインユーザ名、OS名、システムドライブのディスク使用率、復元機能
の動作状態、省電カポリシー、復元機能のバージョン、ウィルスパターンの情報)を

参照できること。

13 端末管理機能 端末を複数のグループに分け ができ、作成できるグループ

は最低でも5階層までの階層構造を構成できること。

14 端末管理機能 複数の端末を処理対象として選択し、端末機能及び復元機能の設定内容を一斉
に変更できる機能を有すること。
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要件項 目No

OFFして、モ ーン る

る機能を有すること。ンバイヘの変更、WindowSへのログオン/ログオフ操作ができ
15

能を有すること。

できよるにPing ICMPの echo request16

行に際しては管理者への昇格を必要と SヽYSTEM権限にて実行する機能を有
、このコマン

すること。

し、 でのコマン

しなし
17

メッセージ及びカウントダウン表示を行えること。

のをタイマー t つOFF18

の のメンセ19

ン

ン ス ノン表 ― ドイこ 可能とす

ス ワーして|ま、モ ー

ハ エ 卜‐ ァレス ア イフ ル リク ウ 情報不る とよる認証を
を る と。フ る機能 有すすの情卜名 を収集報

モ ー20

単一端末の場合にはフルスクリーン表示にも対
おいて

応していること。

のしモ ーモ ー21

等に表示する「パネル (格子)型表示
「レイアウト表示」を選択できること。

こ,需
のは 、

る置でき末を配の位置上の任意画面
22 リモー

の状態を保存できる機能を有すること。

ルアイメーにレ23 モート

ジ送信ができオ ン

FFOしモ

有をる機能セ ーロ メッロへ の グオフ操作dows グ /VVin動操作、
すること。

24 モ ー

ン

イこン 実行に際し
ること。イこ

マしにモ ー の

プアて スクトッて の端末のコマ イま 操作中ドでき 能を有る機 し、が

ユ 有すをる機能て実行すて しし ザの権限るヽを表示

25 モ ー ト

ソン

に

ること。

エ スクコ て しれルのモ 面
の 場所る とで 端末の任意&ドロップ操作すル オ ドラッグルグをフ ァイ /フ等

ピ をの を行う機能 有すル オフ ァレダ 二斉コイ /フ ァ

26 モート

フ ァ オモ ー

こと。
モ ー27

にコピーコンツールのの

できること。
モ ー28 リモー

モ ー のンモート29

端末でクリップボードを共有できること。

|ま ソーッレ―のPCてヽモ ー30 リモー

、ファイのモート
ること。

31 モート

ンツールの 面くし

を転送 (表示)できること。

モ ー の32 モート
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No 項 目 要件

33 リモート画面操作機能 画面転送の際、端末側への表示はフルスクリーン表示またはウィンドウ表示を選択

できること。

34 リモート画面操作機能 端末にログオンしているユーザ (アカウント)の一覧を表示することができ、CSVフア
イルとして出力する機能を有すること。

35 リモート画面操作機能 フモート画面操作中の端末 (イ(夏数台一斉を含む)
することができること。

し、任意のメッセージを送信

36 リモート画面操作機能 リモート画面操作中の端末 (複数台一斉を含む)に対するキーボード、マウスの操

作制限機能、画面のブラックアウト機能を有し、操作制限中は端末側にステータス

(モニタリング中、キーボエド・マウスロック中)を通知できること。

37 リモート画面操作機能 複数端末の一斉操作に際しては、各端末に表示されているウィンドウ位置を揃える

ための自動補正機能を有していること。

38 利用情報収集機能 端末の型名/CPU/ヌモリ/ディスクドライブ/BIOS/接続プリンタなどのハード
ウェア情報、インストールソフト名の情報を収集する機能を有すること。

39 利用情報収集機能 端末の利用ログ(OSの 開始/終了、ユーザのログオン/ログオフ情報、スクリーン
セーバーの開始/終了、スタンバイの開始/終了)、 復元機能やその他の機能 (資
源配付機能、WindowsUpdate連携機能)の動作ログを収集する機能を有すること。

40 利用情報収集機能 た情報を基に利用状況を分析し表示する機能を有すること。収集し
た情報はCSVファイルとして取り出せるだけでなく、端末ごとの稼働状態(ログオンし
ている状態、ログオンしていない状態、スクリーンセーバー状態、スタンバイ状態)
の累積時間、消費電力量の推移、1日 の稼働状態のタイムチャートをグラ7化して
表示できること。

41 利用情報収集機能 指定期間内の各端末の電力消費量 (KWh)、 C02りF出量、原油換算量、電気料金
について積算状況をグラフ化する機能を有し、併せて省電力設定を適用しなかつ

た場合の想定値と比較できる機能を有すること。

42 スケジューラ機能 システム管理者が各機能を有機的に動作させるために、各種リモート操作 (復元機

能の動作モード変更、電源ON/OFF/再起動、スタンバイヘの移行、ログオン/
ログオフ、メンセ~ジ表示)及びコマンド実行による任意のプログラム起動などをスケ
ジュール実行できること。

43 スケジューラ機能 ≠ ルとしては、即時/毎 日の指定時刻/指定曜日の指定時刻/指定月
の指定日時/一回のみといつた指定が可能であること。

44 スケジューラ機能 スケジュールの実行結果をシステム管理者のメールアドレスに送信する機能を有す

ること。

45 スケジューラ機能 サーバ機能、端末機能が発行するアラートメンセ
~ジを管理コンノールにて照会す

る機能を有すること。

46 スケジューラ機能 的に実行するためのWindowsUpdate連携機能を有するこ

と。

47 スケジューラ機能 WindowsUpdateの 実行に際しては、WSUS(WindOws SeⅣ er Update SeⅣ ices)と運

携可能であること。

48 スケジューラ機能 WindowsUpdate連携機能の起動は、グループ単位もしくは特定の端末に対して指
示でき、スケジュールによる自動起動、コンノールからの指示による即時起動、及
び、サーバレスの端末単独で起動する機能を有すること。

49 スケジューラ機能 WindowsUpdate連携機能の実行結果については、管理コンツールで確認でき、電
子メールにて通知する機能を有すること。
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No 項 目 要件

50 スケジューラ機能 USB外付けディスクに登録したイメージを使い、ネットワーク接続不要で端本をリカ
ノリできること。                         '

51 スケジューラ機能 セキュジティパッチや指定ファイルを、各端末ヘー斉に配付できる機能を有するこ

と。
配付結果はサーバで―元管理でき、更新後の問題有無を確認するため、テスト配

付する機能を有すること
フォルダ差分酉己付により、変更された部分のみを配付できること。

代
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NO 大項 目 小項目 要件

1 運用スケジュール 利用時間 職員が出勤しない休館 日を除き平日7:00～ 21:00、 土日祝日7:00～ 18:15に業務が

糸睦続できるシステムであること。Webサービスは、原則24時間365日 サービスを提供で
きること。

2 運用スケジュール 計画停止の石無 上記利用時間におけるシステムの計画停止は、年1回の施設点検に伴う停電作業日
のほか、業務スケジュールや連携システムと調整の上、実施可能であること。

3 システム利用規模 システム利用規模 現行システムの利用規模は令和7年度石川県立図書館年報に示すとおりである。同

年報に示す各種統計、職員数等を必ず確認の上、賃貸借期間内の増加を想定し、期
間中、利用者及び職員がストレスなく利用できる最適なシステム構成 (スペック、数量)
で構成すること。

4 システム利用規模 システム利用規模 令和7年 12月 時点でのサーバデータ量は、以下 とおりとする。

業務サーバ 総データ量 :590GBデ ータベースデータ量 :434GB
検索サーバ 総データ量 :647GBデ ータベースデータ量 :464GB
図書検索サーバ 総データ量 :241GB

5 システム特 1性 設置場所 以下の設置場所で稼働す

・サーバおよび関連機器の設置場所 :

石川県金沢市鞍月1-1石 川県庁行政庁舎
。その他の機器の設置場所 :

石川県金沢市小立野2丁 目43番 1号 石川県立図書館

6 システム特 `l生 利用拠点 石川県立図書館で利用できること。
Web図書検索については、インターネットを通じてすべての利用者が利用できることと

7 システム特 Jl生 言語叡 全ての機能を日本語で利用でき

但し、図書検索のみ複数言語 (日 本語のほか、やさしい日本語・英語・中国語 (繁体
宇・簡体字)・韓国語等)で利用できること。

8 テム特′性 サーバ構成 図書館基幹業務システムにおいて、業務サーバと公開用サーバは分離させて構築す

ること。ただし、利用者情報を暗号化の上、そのほかのセキュリティ姑策を本県に提示

し承認を得た場合においては、同一のサーバでも可とする。

9 システム特′性 システム構成 システムはクライアントサーバ型でもWEB型でも可とする。ただし、PC端末台数増設や
機能追加等に柔軟に紺応できる構成とすること。

10 システム特 'l生 データの同期 業務サーバと公開用サーバ間は、最大10分以内に同期が

11 システム特性 試験用環上兄
~の
整備 図書館システムのすべての機能において、連携システムとの連携試験を含む、各種試

験、及び操作研修等を実施するための図書館システム試験用環境を用意し、図書館
職員が館内の業務端末から試験を行える環境を整備すること。

12 バックアップ バックアップの自動
取得

通常バックアップは自動的に取得す
また、自動バックアップ以外に、手動による任意のタイミングでのバックアッ)も可能で
あること。
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No 大項目 小項目 要件

13 ノミックァップ バツクアンプの世代 バツクアンプを1日 単位で3世代取得すること。
バックアップ方式は、フアレバックアップ方式または差分バックアップとの組合せ方式の

いずれかであること。

14 ノミックアップ ノミックアップ取得 |こ
よる影響

ン プが本システムの通常運用に可能な限り影響を与えないこと。

15 バックアップ バックアップ対象

"よ
データベース アヽプリケーションソフトウェアについて行うこと。

16 ′ミックアップ バックアップメディア バックアップ紺象データは、磁気テープまたはストレージにより保存すること。

17 ′ミックアップ ツストア方式 復顧ほ〒クルバックアップまたは差分バックアップのいずれかにより実施でき
た、部分復旧が行えること。

ま

18 性 能 レスボンス術ll約 バプ万延理がある場合、本県と協議の上で決定するバッチ処理時間を満たすこと。ま
た、バッチ処理の遅延等により、業務に影智を与えないこと。

19 ′l生含E レスボンス制約運〒

度合

システムの正常稼働に必須のバッチの場合、再実行の時間が確保できること。

20 ′l生含B 検索処理 図書検索等検索条件画面の「検索」ボタンを押下後、検索結果一覧の表示が開始さ

れるまでのレスポンスは、原則3秒以内であること。

21 ′惟ヒ含呂 参照系処理 一覧画面から該当案件を選択し、「確定」ボタンを押下後、入力画面が表示されるまで
のレスポンスは、原則3秒以内であること。

22 'l生含ヒ 史新 承処理 確認画面から「更新」ボタンを押下後、結果画面が表示されるまでのレスポンスは、原
則3秒以内であること。

23 Il生含ヒ 帳案作成・CSV出力
等

呻 タンを押下後、印刷開始までのレスポンスは、原則3秒以内であること。

24 拡張性 運携の拡張性 新システムをはじめとする他のシステムとの連携に柔軟に対応できるシステム

構成とすること。

25 拡 張性 機能の拡張性 機能の拡張が容易にかつ低コストで行

26 拡張性 データの拡張性 データの拡張が容易に行えること。

27 使用性・効率性 インターフェース設
計

各システムにおいて、一貫性のある画面構成、画面遷移及び入出力操作方法である

こと。

28 使用性・効率性 負荷軽減 職員の業務効率性を高め、負荷軽減に資する効率的な検索機能及びデータ入力/出

力 (抽出)機能を有すること。

29 使用性・効率性 オフライン機育ヒ 貸出、返却データを蓄積して任意のタイミングでシステ せることができるオ

フライン機能を有すること。なお、オフライン機能は、ネットワーク障害等によリオンライ
ン機能が利用できない場合、復旧までの代替手段としても利用できること。

30 使用性・効率性 運用管理画面 運用管理画面において、各システムの画面構成、画面遷移及び入出力操作方法に
一貫性があること。

31 ユーザビツティ 画面↑毒成 無駄な情報、デザイン及び機能を俳し、簡潔で分かりやすい画面にすること。

32 ユーザビツティ 画面 l再成 ♀分石視認性のあるフォント及び文字サイズを用い
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No 大項目 小項目 要件

33 ユーザビツテイ 画面構成 画面の大きさや位置の変更が

34 ユーザビツテイ 画面構成 事務処理の り、業務を効率的に行える(他情報を参照する際、別ウィンドウ
で表示される。業務処理に日宇町な情報が一つの画面で俯H敢的にか照できる。等)よ
うに配慮した画面構成、画面遷移、入出力操作方法であること。

35 ユーザビツティ 画面構成 試験用環境を構築する際は、本番環境と試験用環境でシステム起動する際のアイコン

分けて、試験用環境には試験用IDでしかログインできないようにするなど、環境が区別

できるよう|こすること。

36 ユーザビツティ 操 1乍性 蕪駄な手順を省き、最小限の操作、入力等で職員及び利用者が作業できるよう1こする
こと。

37 ユーザビリティ 操作性 画面上で入出力項目のコピー及び貼り付けができること。

38 ユーザビリティ 指示や状態の分かり

やすさ
操作の指示、説明、メニュー等には、職員及び利用者が正

用語を使用すること。

の内容を理解できる

39 ユーサビツテイ 指示や状態の分かり
やすさ

必須入力項目と任意入力項目の表示方法を変えるなど、各項目の重要度を職員及び

利用者が認識できるようにすること。

40 ユーザビツティ 楯ホや状態の/フ)かり
やすさ

システムが処理を行つている間、その処理内ろを職員及び利用者が百ヒちにわかるよう

イこすること。

41 ユーザビツティ エラー も力
‐
止及びエ

ラー処理
職員及び利用者が操作、入力等を間違えないようなデザインや案内を提供すること。

42 ユーザビツティ エラー |も万止及び‐‐

ラー処理

入力内容の形式に問題がある項目については、それを強調表示する等、職員及び利

用者がその都度その該当項目を容易に見つけられるよう1こすること。

43 ユーザビリティ エラー防止及びエ

ラー処理
利用者が申請を行う機能については、確認画面等を設け、利用者が行つた操作また

は入力の取消し、修正等が容易にできるよう1こすること。

44 ユーザビリティ エラー防止及びエ

ラー処理
重要な処理については事前に注意表示を行い、職員及び利用者の確認を促すこと。

45 ユーザビツテイ ユラー防止及びエ

ラー処理

エラーが発生したときは、職員及び利用者が容易に問題を解決できるよう、エラーメッ
セージ、修正方法等について、分かりやすヤヽ情報提供をすること。

46 ユーザビツティ ベルプ 職員及び利用者が必要とする際に、ヘルプ情報やマ■ュアル等を参照できるようにす

ること。

47 アクセシビリティ 基準への準拠 広く県民に利用される公益性の高い情報システムであるため、利用者に提供するサー

ビスについては日本工業規格ЛS X8341-3:2016レベルAA、「みんなの公共サイト運用
モデル」(総務省)等に配慮し、アクセシビリティを確保したシステムであること。

48 アクセシビツティ 指示や状態の分かり
やすさ

色の違いを識別しにくい利用者 (視覚障害の方等)を考慮し、利用者への情報伝達や

操作指示を促す手段はメンセ~ジを表示する等とし、可能な限り色のみで判断するよ
うなものは用いないこと。
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No 大項 目 小項目 要件

49 セキュリティ 認証 アクセスを許可された職員に対しての権限管理を行う機能を設けること。なお、権限管

理の最小単位は職員ID単位とし、任意に作成したグループに職員IDを登録することに

よって、グループ単位での権限設定が可能であること。

50 セキュリティ ログイン機能 職員iD、 パスワード入力による、図書館基幹業務システムヘのログイン機能を有するこ

と。

51 セキュリティ パスワード パスワードは入力内容を非表示とすること。

52 セキュリティ パスワードの文字種 パスワードに設定できる文字種は、大文字英字、小文字英字、数字、記号とし、10字

以上設定できること。

53 セキュリティ ″ミスワードロック 任意に設定した回数を超えてログインに失敗した場合は、そのH設員IDにロンクをかける
ことができる。

54 セキュリテイ パスワードの変更 職員IDでログイン後、パスワード変更画面からパスワードを変更することができること。

初期パスワードでのログイン後は、強制的にパスワード変更画面に遷移できること。

また、パスワード変更時に同一パスワードヘの変更を制限することができること。

55 セキュリティ [D・パスワードの管理房舜富Ⅷ 評臭男無真咳秒望哲〉男絡勇縁舞 盈ミ砕盤 r態
ベ

56 セキュリティ 利用状況管理 本システムヘのログインに関してログを採取、集計等の適切なシステムの利用状況の

管理が行えること。

57 セキュリティ 暗号化通信 通信はSSL(Secure sOckets Layer)/TLS(Trinsport Layer Secu五 ty)等を用いて常時

暗号化し、通信経路の途中で第二者が容易に解読できないよう1こすること。Cootte仕

様においてはSecure属 性を考慮すること。
SSL証明書は、本県が発行する証明書を使用すること。

58 セキュリティ 脆弱性への対応 セキュリティパッチの適用は、石川県共通特記事項を遵守して行えること。

59 セキュリティ セキュリティパッチ WhdowsOSの製品については、更新プログラムを本県が管理するWSじSサーバから収
得する設定ができるよう1こシステム構成を設計し、構築すること。プログラムの更新につ

いては、受託業者がタイミングを決定するものとする。なお、本県管理のWSUSサーバ
の利用にあたつては、サ土バ側の設定費用、ネットワーク設定変更費用及び利用料は

発生しない。

PC機器等を効率的かつ安全に管理するためのシステムまたはツールを備え、設定す
ること。管理するためのシステムまたはツールでは、少なくとも以下のことを実現できる
こと。
・OSやンフトウェア等の更新プログラムの適用
・グループごとの設定変更
・職員による、上記管理ポリシーの変更

60 セキュツテイ セキュリティパッチ 令和8年度WSし Sサーバの更新を予定している。WSUSサーバ更新時に、
て本業務でのセキュリティパッチ適用設定変更作業を行うこと。

じ

61 セキュツティ セキュツテイホール対
策

情報システムを構成するソフトウェア及びハードウェアの脆弱性を悪用した不正を防止

するため、開発時及び構築時に脆弱性の有無を確認の上、運用上対処が必要な脆

写弓′性
`ま

修正の上で糸内品すること。                 '
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No 大項 目 小項目 要件

62 セキュリティ 不要機能の停止等 セキュリティホールの発生を最小限に抑えるため、システムの動作に当たり不要な機能

は本県と協議の上、サービスの停止やプログラムの削除を行うこと。本調達機器は、定

義ファイルやバージョンアップ等の継続的な更新を行うための仕組みを構築すること。
FTPによる匿名接続を不可とする、SNMPサーバのpublc設定削除などの設定も含む。

)

63 セキュリティ ログ システムログ及びアプリケーションログを取得し、取得したログの漏えい、改さん、消
去、破壊等を防止できる機能を設けること。

64 セキュツテイ 操作履歴 図書館基幹業務システムの操作履歴を残すことができること。

65 セキュリティ ログの参照 システムログ等の参照等にあたつては、システム管理権限等により閲覧
~者
を限定でき

ること。

66 セキュリティ データ管理 図書館基幹業務システムが保有する利用者情報について、情報流出防止のためのセ

キュリティ紺策を本県に提示し、承認を得ること。

67 セキュリティ ウイルス対策 サーバ、PC端末には、ウイルス対策ソフトを設定し、ウイルスパターンファイルは自動
的に更新すること。
サーバについては、本調達に本業務期間内のライセンス及びインストールメディアを

含めること。
PC端末については、本県が所有するライセンスを使用してインストールおよび設定を
4〒うこと。
パターンファイルの取得先は、業務端末及び図書検索端末は本県が管理するウイル
スパターンファイル配信サーバに、不可用者インタエネット端末はセキュリティベンダー
のサーバにそれぞれ設定すること。
なお、業務端末及び図書検索端末用のインストーラーは本県が提供する。また、本県
管理のウイルスパタニンファイル配信サーバの利用にあたっては、サーバ側の設定費
用、ネットワィク設定変更費用及び利用料は発生しない。

68 セキュツティ ウイァレス対策 令和8年度ウィルス対策パターンファイル酉己布サーパの更新を予定している。ウィアレス

対策パターンファイル配布サーバ時に、必要に応じて本業務でのウィルス対策パター

ンファイル配布設定変更作業を行うこと。

69 セキュリティ ウイァレス′ヾターンファ
イルの適用

最新のウイルスパターンファイルを自動的に、遅滞なく適用できること。

70 可用性 サーバ状況把握 サーバ等の稼働状況を把握し、必要 じて警告等を発する機能を設 警 告

等は、本県及び受託者が受信すること。

71 可用性 冗長構成 じて冗長構成とす

72 可用性 データの元全性確 l呆 デ三夕に対する登録等の操作時にエラーチェックを行い、誤つたデータが登録されな

いようにすること。(エラーメッセージはわかりやすい内容とし、エラー項目が視覚的に

判断できるようにすること。)

73 可用性 データの可用性確保 HDD等の記憶媒体故障時においても、容易に業務が停止することのないような仕組
みとすること。

74 可用性 縮退運転 一部の機能の障害によつてシステム全体が停止す
とすること。

ないよう、縮退運転を可能

75 運用・l呆子性 輩_不見 システムの利用状況監視ができ

監視等 )
(OSリツース監視、ネットワーク監視、プロセス

76 運用・保守性 監不兄 指定した閾値を超えた場合は、本県及び受託者に通知さ



12非機能要件

No 大項 目 小項目 要件

77 運用・l呆守性 監視 ネットワーク機器の常時監視を行うしくみを構築す

78 運用・保守性 監イ兄 オンライン接続状況の監視を実施し、また、監視プログラム等を使用しての回線の状
況の監視を実施し、定期的に接続可否の確認を行うしくみを構築すること。

79 運用・保〒性 監視 ジョブの起動・終了を確認し運行状況を把握するしくみを構築すること。

80 運用・保守性 監祝 ハード障害が発生していないかを監視するしくみを構築す
死活監視については、石川県サーバ統合基盤を利用する場合においてはつ同基盤

が提供する機能を利用することも可とする。

81 運用・保守性 監不兄 ン~ノトウェアが正常に稼働しているかを監視するしくみを構築す

82 運用・保守性 監祝 各サーバー・ネットワーク機器等のログを監視するしくみを構築す

83 運用・保守性 監視 自動化監視ツール等で自動的に出力 になつている監祝項 目に異常があつ

た場合について、その警報・アラーム等の信号を常時感知できるよう1こしておき、当該
アラーム等の信号を受託者の運用・保守担当者に速やかに伝達 (自動配信メール可)
できるしくみを構築すること。

84 運用・保守性 監視 日次で1日 分のシステムのリノース使用状況などが記載された監祝レボートを目要力送

付すること。運用・保守担当者はその内容を確認し、リツース枯渇などのシステム異常
の兆候がないか確認すること。

85 連用 。イ呆守性 監視 月次次で1か月分のシステムのリツース使用状況などが記載された監視レポートを自動

送付すること。運用・保守担当者はその内容を確認し、リツース枯渇などのシステム異

常の兆候がないか確認すること。

86 運用・保守性 構成管理 システム構成情報を管理すること。

87 運用・保守性 障害連絡 受託者が実施する本システムの維持、管理について、障害運絡は自動化す

88 運用・保守性 障害運絡 受託者が実施する本システムの維持、管理について、障害連絡は自動化す



13ハードウェア・ソフトウェア要件

No 要件

1 別紙 14構成・スペック表記及び別紙15システム構成図を前提とし、最適なシステム構成を設計すること。

2 ハ
‐― ソフトウェアの について、 1 上 で

あること。

3 ハードウェア・ソフトウェアの要件について、別紙 14構成・スペック表記に定めのないものについては、本業務の仕様書

(別紙含む)に示す要件を全て満たす最適なシステム構成を設計し、必要な数量
。規格のィヽ―ドウェア・ソフトウェアを選

定の上、納品すること。

4 システ |こ る てヤ

5 ェア・ファーム ェア・OS・ ェア・ソフト エア ついて、 ― トハ
‐―

製品であること。あるいは予備機により代替運用を行うこと。予備機をもつて保守の代替とする場合、予備機の購入・設

定等、代替運用可能となるまでの作業も本契約に含むこと。

6 エア に つては、 ミド ア ス

7 調 入

8 導入機器は、図書館に既設の家具・収納設備等に支障なく設置
。取付できるよう、以下の事項を必須要件とする。また、

既設の家具に現行システム機器と同様の方法で設置・取付を行うこと。

(1)当館が使用している家具・収納設備等に収まる寸法であること。            
′

(2)機器の外形寸法 (幅。奥行・高さ)および必要とする周辺スペース(放熱スペース、開閉スペース、メンテナンスス
ペー

ス等)が、設置予定箇所の既存家具・収納設備等のスペース内に収まること。

(3)設置に際し、既存家具。収納設備等の改造や特段の工事を必要としないこと。ただし、軽微なレイアウト調整等で対

応可能な場合はこの限りではない。                        (

9 複数システムを物理的に1台のサーバ上で仮想的に構築し、運用す
データ容量、セキュリティ対策等について十分な検証を行うこと。

は可とする。ただし、レスポンス、将来的な

(

10 MttosoA Server OS、 Windows OS、 Omce製 品の購入に際しては、ガバメントライセンス(Select Plus for Government
Partners Dレベル )を適用することも可とする。

11 ハ
‐ 一 こついてはリカバ 、ソフ ついてはインストール るこ

と

12 納入するハードウェア・`ノフトウェアの特許権、実用新案等の工業所有権およびプログラム等の著作権、使用許語契約

については、全て受託者の責任において処理すること。

13 シ ス |

い、構成を検討すること。

その 石 イこ

14 1 ックに るこ



14構成・スペック表記

Iサーバ

図書婦システムがもつデータを分析するBIツールを構築・利用するために必要なハードウェア・ツフト

ウェアー式

なお、本調達においてBIツールを利用する端末は、図甚学館基幹業務システムを利用して業務を行う

端末のうち、6台となる。

腔席予約システムを構乗・運用するために∠、要なハードワエア・ソフトワエアー式

(以下のスペック同等以 上とする)

仮想サーバ 2式
CPU:4Ctt L
メモツ:16C8以 上
ディスク:500C8HDD以 上

(以 下のスペック同等以上とする)

仮想サーバ 2式
CPUユC以 上
16GB以 上
500GB HDD以 |=

図鷲舗システムを構築・運用するために必要なハードウェア・ンフトウェアー式

試験用環境も整備すること

(以下のスペック同等以上とする)
サーバ 2式
CPU:16C,ス と
メモリ:256GB以 上
ディスク:960C8以 上i sDDx2(RAIDl、 実行960G8以 上)
インターフェース:32Gb FC HBA

NIC,4ポート、Us8:201ポート以上
DVDROMを抽陥えることくタトイ寸′す可)

OS:Windows SeⅣ er2025デ ータセンター,16コア(調達ヨア数に合わせる),DFリ カバツーイメージ,
多言語,(ダウングレードなしl
19インチランク搭載キットを含める
マネジメントモジュールにて故障時にメール通知が可能であることく,LO、 iDRACなど)
電源 :デニアル、完全冗長

保守 :6年、HDD返 却不要

ストレージアレイ 1式
ディスク容監:1 6TB SSDx6(RAID6+hOtス ペア、実行48T8以上)
インターフェース:SFP+レ シーノミx4

ケーブル :「Cケープル2m4本
保守 :6年、HDD返 却不要

なお、本調達において図蕃館システムを利用する端末は以 下の通り。
・業務を行う端末      :67台
・館内図沓検索を利用する端末  :51台

式

式

)｀

式

1

1

1

1

1

1

1日,比突

眈 要

税 要

概 要

l坐席 予湘 システムにかか るサ ー ハ群

説 晋週 暇 システムにかかるサー ′` 群

1 図 澤館システムにかかるサー′ミ群

2  81ツール
`こ

かかるサーノ`群

1/17ページ



14構成・スペック表記

Ⅱネットフーク機器

(以 卜のネベック同等以上とする)
サーバ 2式
CPU:SC以 上
メモ殊82GB以 上
デイスク■.2TB HDDx2(R・′ゝlDl、 実行1.2TB以 上)
NIC:2ポート以上
19インカ ッタ搭載キットを含める
竜源:デュアル、完全冗長
保守:6年、HDD返却不要
マネジメントモジュールにて故障時十こメール通知がlr能 (止O、 lDRACなど)

待システムの運屈珠 守のために必姿なハードフエア・〃 トフエアーテ(
似 下のスペック同等以 上とする)
バックアップNAS 2式
16TB 4TB× 4オミ以 L

J能だが、図雷aFに設置す鬱 イ|は長H托石の資

必 要なコンンール ー氏

上記以外に必要なハードウエア・ソフトウェアがあれば必要数

式

式

氏

式

1

1

1

I

1

1

T,t雲

眈 要

戦 要

BL要

6 運用・保守・監視にかかる機器―式

7 図芦編 内 fこ機器設隠する際に必要な無十写′電装置一式

8 管理用コンソこル ー式

9 その把必要なサーハ群

10/100/10(10BASE■ (Rl-45コネクター)8ポートを備えること。

マグネットでスチール面に設置のできるタップ型のスインチングハブであること。

てヽは受 Fモ者が保管し、本県の求めに応じて搬入・交換すること。

下の規格に準拠すること。

フレーム対応

Control

Fの脱能を備えること。
透 過

アドレス登録数 4K以 上 とすること。

11 9MppsルスL
18Gい s以上

17

サボート機能

用 途

準拠規格

その他

保管

ポート

パフォーマンス

スインチ ングハ フ (8不― 卜,

`

乏/17ページ



14構成・スペック表記

Ⅲ PC端末

慮 1獨保 ネFを Trつため に必 要な機 器 を調 大とす る

礎茶するシステム構 F】え、

数

不ットワー クTl▼ l〕えを芙 現 す る 上で 必 要な不ントワ
~ク
喪 隠かある場 rlは必 要

"メ

ドの瘍と猪に
'ト
フとすること。

IEEE802 3■ OBASE― T
IEIE〔お023u■ 00BASE― TX
IEEI勇023』 D:10008‐(SC′r
IEE酪023z:1000BASt〕 一SX/1X
IEEE802 3x■1low ControI

IじEE802 1Q-2005:VLAN l agging,Mu■ iplc Spttning Trce
leC13802 1p:Ciass or sOrvttc,pnottty protocol

lEEE802 1D-2004:Spanning引 Icc,R割 Jd Spanning lrcc
IEEE 802 1AX-2008 Link AggrcgatiOn(stnic and dynamic)

IEEE802 1X:rるrt Based Nctwork Access Control

以下の機能を備えること。             
｀

ARP,IP interrace(IP、 4,V)v6),ICMP(1肘 4,II｀ 6)
DNSクライアント,DNSリレー,ディレクテッドプコードキャスト転送
スタティックルーティング、ポリシーベースアレーティング
ポートベースvI′AN、 タグVLANQEEE 802 1Q)
スパニングツリー (IEEE 802 1D/1EEE 802 1w/1EEE 802 1s)

QoS(IEEE 802 1p)、 ポリシーベースQoS、
lEEE 802 1X認 証モード(Sinde HOst/Mu■ iplc Fiost/MuhipleAuthcndcnion)
8021X暗 号方式 (MD5/TI,S/1■ 1.S/PEAP)、 ダイナミックVLAN
マルチプルダイナミンクVLAN、 MACアドレスベース認証
ポートトランキング(lEEE 802 3ad(Manu』 cOniguratbn))
ポートミラーツング
パケットストーム制御機能
UDLD、 ループガード(LDF検出/受信レート検出)
ICMP v3ス ヌーピング、MI´D v2スヌーピング
DHCPク ライアント
IumbOフ レーム対応
SNMPv1/v2c/v3に 対応していること。
10/100/1000BASE―T(R」-45コネクター)48ポート以 上
スタックに必要なポートを備えること
2台でスタックすること。スタック用のモジュールも調達すること

氏

伴型 財 千

サポート機能

その他

マネジメント
ポート

ナ司速

3 ツモート保守用機器 (保守拠点設置 )

4 その他必要なネットワーク機器

、US82 0以 上X3以 に及びUS83 0以 LX3以 上合計6「 1以 上iを備えるこ

2ボタンのUSBレーザースクロールマウスを備えること、
Mに rosoに Windows ll Prorcsslond 64b■が初期導入されており、かつライセンスをイfすること。

と。

ス化すること。
を備えること。

良い。「 1合計
フ

テンキー小「き

HU

スプレイ
09キーボード

∪SB

ディ

Core i5

(lGbps)を 有すること。
On LANでコンピュータを起動できること。

上であること、
SSD以 Jとであること。

ドライプを内蔵すること。

27225

拡張インターフェース

ディスプレイ
設健

CPU

キーボード

メモリ
内蔵ストレージ

光学ドライブ

通信機能

マウス
OS
燃 雛 ll九 ド‐

栗務端末(アスクトツプ) 端末タイプBD256_ド ッキング (アスクトップ牲
ドッキング、256GB、 US86日 )

256GB、 US86日 )

3/17ページ



14構成・スペック表記

Mndows H ProにsSon』 64blt力 初`期導入されており、かつライセンスを有するこ与

ド

以上を備えるこ上合訥 日上次ひUSB3 0以上 X3以

SSD以 上であること。

い 。

を有すること。

、US83.り上X3(US82 0× 1以上及びUSB口 合計4日以上を有するこ

ており、かつライセンスを有すること。

h

Ĺ

】ac/o/b/R/n、 れ1-F:Wi― F(lEEE802.
On

日数を満たしても良い。合計

Core i5

Mお rosoi lヽ′ind」ws ll ProFossbnd

15型フ

ること。

時に端末を持ち連ぶためのタブレットショルダーを用意すること.

メラ・アウトカメラ

ても良し

BCB以 上であること。
1l Pぃ oressioia1 64bit

マイク・ Xl以 上
になつている場合は分配アダプタで対応 )

1以上

HUBを接続し、合計ロ

2560B以上であること。
こ33インチ。フアレHD液占占を備えること。
lECE 802 H a/b/買 /n/ac以 上

式

≠ヽ

1816

拡張インターフエース

ジ一
ブ蔵ストレ彰鵬

内

光

通

CPU

メモリ

入力装置
出力装置
マウス
OS
豫 雛

“

ナ,「

タプレットショルダ
音声接続端子

外部接続端子

メモリ
OS
ストレージ
歯l面
無線  _
カメラ機能

マウス

キーボード
右縦 IスN

ジ一
プ翔婢競勒拡張インターフェース

デイスプレイ

キエボード
マクス
OS
撚蜂防1に

端末タイプTK(タブレット、肩掛け)業務用 (タブレット)

姉末ダイブN256(ノ ート、256C8、 USB4口 )3 莱務端末 (ノート,

メモリ

Corc汚

ドライブまた1まスエパーマルチドライブを内蔵すること。
を有すること。

On IANでヨンピュータを起動できること。
出力またはVGA出力、US32_0以 上×2以上及びυSB3 0必 」と×2以 上合計4日以上を備えるこ

HUさを接続し、合計口数を満Iたしても良vヽ。

I(19キーボードド

4/17ページ
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14構成・スペック表記

1 l PrOfessional

USB2 0以 上×2以 上及びUSB&0以 L× 2以 上合計4日 以上を備えるこ

24型または238型。フルHD液品を備えること。
169キーボードテンキー付き(USBタイプ)を備えること。

Whdows ll ProFesSond 64b■ が初期導入されており、かつライセンスを有すること。

「官公庁/VIP MLP Crcni、 ′e ctoud foF tetts completlが 使えること。

スクロールマウスを備えること。

しAN(lGbps)
w■ n Direct)準 処すること。

On tANでコンピュータを起動できること。

と。

HU8を接続し、合計口数を満たしても良い。

上の外付HDDを備えること。

セキュリティスロットを有すること。
/VIP MLP Creativc Cloud For teans

MlcrosoiOmceが 使えること。

Wndows H PrOにssおnd 64Ы tが初期導入されており、かつライセンスを有すること。

上であること。
SSD以 上であること。

以上を備えるこ日2以 上合計4×上

109キーボード

IIUBを接続し、合言1口 数を満たしても良い。
フルHD液晶を備えること。

(lGbps)を 有するこふ

CR―LA206本■当が取り付けられること。
テンキー付き(US8タ イプ)を備えること。

ベ

式

9S
燃錘防 ‖̂

拡張インターフェース

光学ドライブ

通信機能

メモlッ

内蔵ストレージ

ディスプレイ
キーボード

マウス
周辺機器
OS
ソフトウェア

盗難防止

その他

拡張インターフェーネ

内蔵ストレージ

光学ドライブ

進倍機能

ディスプレイ

CPU

メモリ

取り付け金具
キーポード

マクス
OS
燃 雑 防 lト

図藤検累衆歴痛端末 (キーボード型 ) 端末タイア§ 128_アーム短 (テスクトンブ
型、128C3)

6 ヨンテンツ管理用端末

128C8)

であるこふ
128GB ssD以 上であること。

(lGbps)を 有す ること。
On

、US82 0以 ×2以上及びUSは30以 上×2以 上合計4日 以上を備えるこ

lW相 当が取り付けられること。

5/1'ページ
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14構成・スペック表記

8G8以 佐であること。
128GB SSDtt tiで あること。
DVD― ROMドライブまたはスーパーマルチドライブを内九)支すること。
IAド、(lCbps)を イ「すること。
Wakc On I A熙 でコンビュータを起コlできること.
IIDMI出 力またはVGAI‖力、PSB2 0以 L× 2以 に及びysB3 0以 Iメ 2以 Iを合計41以 Lを ,析えるこ
と。
US8 11UBを 接続し、合,+1数を満たしても良い。
24型また1ま 238型。フル IIDttf甲 Iを1,えることぉ
タッテスクリーン IJ'Dバックライトイ寸液品モニター /アクティブマトリックス方)、lWⅥ
色は‖1色で統 すること。

109キーボードテンキー付き(じ Sはタイプ)を ,行えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマウスを研fえること。
lヽに roson Windows ll PrOfし sヽsbn』 64blが初期導入されており、かつライセンスをイ「すること。
セキュリティスロットをイ「することh

Inm cOrc b以 上であること。

8GB以 |:であること。
128GB SSD以 |:であること。
DVD― ROMドライブまたはスー /ヽ―マルチドライブを内蔵すること。
lAN(lGbps)を イ「すること。
Wako Ont ANでコンピュータを足助できること。
IIDMI十 1カ またはVCAIII力 、USB2 0以 にX2以 li及びUSB3 0以 li× 2以 L合 ;卜 4「 1以 上を研古えるこ
と。
USB HUBを接続し、今 f三十 1数を前怖たしても良い。
24'Fまたは2384!。 フルIID液苗占をltえること。
タンチスクリーン 引FT液品
色は共t色で統 ‐すること。

109キーポードテンキーイ「き(じ SBタイプ)を ,帝えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマウスをl liえること。
Mに「oson Whdows tI Proressぉ n』 64Ы tが初期導入されており、かつライセンスをイIすること。
ヤキュリティスロソト″イr十ム●″_

nte Corc i5>大 I:であ/oこと。

要件

Mに「OsOR Windows ll Proに ssお n』 64biがつJ別導入されており、かつライセンスをイ「すること。
ヤキュリティスロット歩/「十/、 ~″

8GBtt liで あること。
128GB SSDtt Lで あること。
DVD― ROMドライブまたはスーパーマルチドライプを内蔵すること。
LAN(lGbps)を イ「すること.
Wakc OnI ANでコンピュータを起 r)Jできること。
11DMI出 力またはVGAIII力、ビSB2 0以 卜×2以 L及び8SB8 0以 |

と。
USB IIUBを 接続し、合 fiト ロ数を満たしても良い.
241とまた1ま238型。フルIID液占卜を備えること。
色は1(色で統 すること。

「アーム短 について、サンフサプライ CR I´ A206利 I当 が収リイ|けられること。
「アーム lく について、ハヤミエに株 式会卒上AR 171W‖」Ч4が lxリ イヽ十けられること。
109キ ーボード テンキーイ↓き(USBタ イプ)を備えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマウスをす市えること。
MttrOsOi Windows II Proに sSon』 64b正 が初期導入されており、かつライセンスをイ「するこふ
セキュリティスロットをイ「することハ

Inttヽ Corc 6以 iであること。

×2以 に今 ji「 4「 ,以 tiを研fえるこ

)ヽ

単位

式

織
樹B

子備機

2

A
必要台数

拡張インターフェース

ディスプレイ

光学ドライブ
通イIi機能

CPU

キーボード
マウス
OS
弥 雑 千け,「

メモリ
内1韮ストレージ

項 目

OS
弥雛防 ト

拡張インターフェース

CPU

ディスプレイ

H文リイrlす金)冬

メモリ

内サ脱ストレージ

光学ドライブ

通イ,i機能

キーボード
マウス
OS
称 lЧ 防 Iト

拡fJl(インターフェース

ディスプレイ

光学ドライプ

通信機能

CPU

キーボード
マウス
OS
体 雌 防「

メモリ
内蔵ストレージ

H ,て ,「検索水に席端末 (タンチパ イヽアレ'.)   プti木タイブ D句 _215(タンチパネル )

名務

端木タイプAD128_アームィヽ要(デスクトング
′型、128GI〕 )

刈 IT検紫翔
`l!′

l木 (キユホード'■
'

10 図 洋検索木雁席端末 (タッチバネル型 )  端末タイプ Dl(タンチパネル )

ジ一
ブ翔内蔵ス‐、レ”蜘
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Intd Coと o6以

8Cは以 liであること.
128GB SSl)以 にであること。
DV「)ROヽlドライブまたイよスー/く―マルチドライブを内,競すること。
(lGbps)を 布すること,



14構成・スペック表記

寸法 :400(1幅 )× 600(奥 )× 365(高)mm以 内であること。
電量 :30k鷹以下であること。
パネルP命 涌鱚プリンタ バーコードリーダーボ十火船A拓 てぃるェ>_

F1lL型でめること。

8CB以 上であること。
128GB SSD以 上であること。
DVD―ROMドライブまたはス=パーマルチドライプを内蔵すること。
LAN(lGbps)を 有すること.
Wakc On LANでコンピュータを起動できること。
Dκ pl叫ポート(4K封応)出力、USB2 0以 LX2以 L及びUSは 30以 にX2以 に合計4日以 Lを備える
こと。
USB HUBを接続し、合計日数を満たしても良い。
27型 4Kモニター

色は熊色で統 すること。

269インチ (アスペクト比 16:9)
3840× 2160
不要
92キーボード テンキーなし(USBタ イプ)を備えること。
2ボタンのUS8レーザースクロールマウスを備えること。
Mに roso■ Whdows lI Proにsdond 64blが 初期導入されており、かつライセンスを′白すること。
ヤキュリティスロット歩な十ム●ナ_

Intd Core 15以 とであること。

8GB以 とであること。
128GB SSD以 上であること。
DVD―ROMドライブまたはスーパーマルチドライブを内メ歳すること。

卜(4K紺応)出力、USB2.0以 上X2以 上及びUSB3 0以 上X2以 に合計4日 以上を備える

について、ハヤミ1二に株式会相′ヽR171W対 1当が1丁メリ付けられること。
ドテンキーなし(USBタイプ)を備えること。

Windows ll Pro“ suOnd 64Ы tが初期導入されており、かつライセンスを有すること。

lGbpS)を 布すること。
On LANでコンピュータを,こ助できること。

×2160

ルマウスを備えること。

HU8を接続し、合計回数を満たしても良い。

9インチ(アスペクト比Iむ :9)

‐すること。

Wakeく,n LANでコンビュータを通

“

フ,でき0こと。
1lDMI出 力また1よ CヽA出 力、US82 0以 LX2以上及びUS83 0以 上X2以 上合計4日 以上を備えるこ
と。
USB HU8を接続し、今占十日数を満たしても良い。
24''ilまたは238型。フルIID液品を備えること。
タッチスクリーン LEDパックライト4「液品モニター /アクティブマトリックス方式

′
HYr

Ю9キーボード テンキー付き(PSBタ イブ)を備えること。
2ポタンのuS8レーザースクロールマウスを備えること。
Mに rOsOに WindOws 10 ProFesslona1 64吼 がつJ期導入されており、かつライセンスをイ「すること。
ヤキiけティスロット歩イデすス

=″
}ヽ

式

式4ね

拡張インターフェース

l衝4面サイズ

解像度
取り付け金具
キーボード
マウス

OS
殊 雖 防 ‖‐

ディスプレイ

内蔵ストレージ

光学ドライブ

通信機能

CPt'

メモリ

拡張インターフェース

ァィスプレイ

占l面サイズ

ジ一
プ翔呻”醐

解像度

取り付け金其
キーポード
マウス

OS
盗雑防止

拡張インターフェース

キーボード
マウス
OS
愁 lHi`芳 ‖

ディスプレイ

形 式

撚 講れと熟

15 餌 内コンテンツドゥロ覧端末 (キーボード型 )  端末タイプノヽD128(テ スクトップ型 、128GB)

誘 ′諄通帳 mhi13 証書通帳機

端末タイブヘD128(デ スクトンプ型 、128GB)14 展示用端末 (キーボード型 )

上であること。
128GB SSD以 上二であること。

▼ヽこと。
内蔵ストレージ
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を有すること。



14構成・スペック表記

1

On lttNで コンピュータを起動できること。

出力、USB3 0以 上X3、 USB2 0 Xl以 上及びUSBI]合計411以 liを十1すること。uSB Ilt,8を

Windows ll ProresdOn』 64b乱 が初期導入されており、かつライセンスを有すること。

良し日数を消たし

上であること。
SSD以 上であること。

(マイク・ヘッドフォン端子がコネクタと共用になつている場合は分配アダブタで対応)
USB l■ pe― CコネクタXl以 上

Core i5

8G8以 上二であること。
1l Proressiona1 64bl

アウトカメラ

128G8以 上であること.
133インチ。フル1lD液品を備えること。
ICt■ 802 1l a/b/F争 /n/actt L

レットショルダーを用意すること。

出力またはVCA出 力、USB2 0以 上×2以 上及びUS88 0以 上×2以 上合計4日 以 上を備えるこ

不要
109キ ーボード テンキー付き(USBタ イプ)を備えること、

MにrosoA Whdows ll Proに ssio n』 64blが初期導入されており、かつライセンスを有すること.

On

と。

色は黒色で統 す́ること。

1lUBを接続し、合計I,数を満たしても良い。
フルHD液品を備えること。

スを備えること。

8GB以 上であること。
128GB SSD以 上であること。
DVD、 プルーレイディスクの占き込み、読み込み対応.外付けすること。
LAN(lGbps)を 有することn
Wakc On IANでコンピュータを起動できること。
HDMI世 t力またはVGA出力、USB2 0以 L× 2以 L及びuSB3 0以 上×2以上合計4日以 上を備えるこ

とζB HUBを接続じ、合計回数を消れ ても良い。
24型または238型。フルHD液品を備えること。
色は黒色で統 ‐すること。

不要
92キーボード テンキーなし(∪ SBタイプ)を備えること。

ており、かつライセンスを布すること。

■`

F｀404

2

タブレットショルダー
音声接統端子

ストレージ
画面

無線

CPU

カメラ機能
スタンド

外部接続端 子
マクス
キーボード

メモリ
OS

拡張インターフェース

ティスプレイ

取り付け金共
キーボード
マウス
OS
盗 鶴tllナ
「

拡張インターフェース

内ケ競ストレージ

光学ドライブ

通信機能

盗難防止

設置

ディスプレイ

CPU

メモリ

取り付け金具
キーボード

マウス
OS

メモリ
内蔵ストレージ

光学ドライブ

通信機能

拡張インターフェース

入力装置

出力装置
マウス

OS
称雛防止

端末タイプTS(タフレット、篇掛け,19 貸出用タフレント

端末タイプCD128(デスクトップ刀と、128G8)17 視懸寃用端末 (キーボード型 )

端末ダイアNZ56(ノ ート、2う 6Cじ、uSl14日 ,8 対 曲 t'刀説用 端 禾 (キー ホー ド型
'
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14構成・スペック表記

Ⅳ プリンタ・スキャナ・周辺機器

/白果
/カラー

×600dpi以 _L
×600dpl以 上

55枚/分以 上

下

下

4+手差し100枚以 上

費電力

100V15A l電源

露猟胎と長。13mm(本体のみ)
あり

H、 Windows Sorvefi｀ 2016、 Whdows Sorvoド 朝2019、 Windows ScrvolT｀ 2022、 Wlndows
Scr、 cr“ 2025
MAC OS X 1010以 に

8GB以 上であること。
128GB SSD以 上であること。
DVD― ROMドライブまたはスーパーマルチドライブを外付けすること。
LAN(lGbps)を 有すること。
hake On LANでコンピュータを起動できること。
HDMI出 力またはVCA出 力、US82 0以 上 x2以 上及びUS83 0以 上×2以 上合計4日 以上を備えるこ
と。
USB IIUBを 接続し、合計日数を満たしても良い。
24型または238型。フルHD液品を備えること。
色は果色で統一すること。

「簡用 DB」 について、ハヤミ[海殊式会卒とAR-171W相 当が取り付けられること、
92キーボード テンキーなし(USBタ イプ)を備えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマウスを備えること。
Mttr()soR WindOws ll Prorcヽ sslon』 64blが初期導入されており、からライセンスを有すること。
セキュリティスロット歩右 十 /】ユ″_

htel Core i5以 上であること。

8CB以 とであること。
128G8SSD以 上であること。
DVD―ROMドライブまたlょスーパーマルチドライブを外付けすること。
臥 N(lGbps)を 有すること。
Wake On L′ Nヽでコンピュータを起動できること。
HDMI出 力またはVGA出力、US82 0以 上×2以 L及びuSB3 0以 上×2以 L合言Ⅲ4口 以 上を備えるこ
と。
USB HUBを接続し、合計旧数を満たしても良い。
24'Fまたは238型。フアレHD液品を備えること。
色は熙色で統 一すること。

「商用DBlについて、ハヤミ「 産株式会卒上AR-171Wヽ賀`当が取り付けられること命
92キーボード テンキーなし(USBタ イプ)を備えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマクスを備えること。
MにrosoA Whdows ll lDforOss10nd 64bltが 初期導入されており、かつライセンスを布すること。
セキニノティスロットをイ「すること。

intd Corc b以

式

式

33

拡張インタィフェース

ディスプレイ

取り付け金典
キーボード
マウス

OS
称鋒υi‖

=

CPU

メモリ
内蔵ストレージ

光学ドライブ

通信機能

拡張インターフェース

CPU

ディスプレイ

メモリ

内蔵ストレージ

光学ドライブ

通信機能

取り付け金果
キーボード
マウス

OS
盗難防止

1 簡用NDL端末 (キーボード型
'

端末タイブAD128(テスクトップ型、128C8)20 面用 DB端末 (キーボード型 )

×奥×高さ)

9/17ページ



14構成・スペック表記

要

上

上

秒 (クイック起動)以 下

913mm(本 体のめ 以 ド
め て右側にあること

220× 185× 760mm以 下
ヨインラックADタイプ1

×61111dpi
×600dpi

ド
~F

4キ子差し100枚以上
100V15A l電源
1 5kW以 下

001+領収義十プリンタ装着 相当

るヽこと

イーサ不ントく19008ASE― r/10oBASE=IX/10BASじ―Iり、USbZ O(Bタ イア,

あり

“

ム停l防止射策が離じられていること
ドキiぅtントフアープーfⅢ FRIi nホ l再 イ`

レーザビーム乾式電子写真方式またはLED方式であること。
画面印刷が可能なこと。
1,200dpi以 上とすること。

片面印刷時 1■A4チイズ30頁 /分以 上、両面R】lil時は16頁/分以上とすること。
調達する図―浄館システムで生成するバーコードに対応していること。

テキl紙トレイは2以 上、手差しトレイは1つ備えること。

イーサネット(1000BASRイ「/100BASli司
・
/10BASじ―

′
F:マルチプロトコル、IPv6対応)及びυS82 0以

上を備えること。

用紙トレイ A4、 85、 A5、 レター、白山サイズに対応すること。

PC端末から出力が可能なこh

封簡長形3号、自由サイボに対応すること。
封筒に対応すること。

ScanSnap SV600同 等品

富士通

フラットベッド読取方式

片面、カラー・グレー・白黒。自動 (カラー、グレー、白黒の自動識別)が選択できること。
自色LEDであること。
6ラインカラーCCD以 上であること。
RGB各 色 16bi入出力以上であること。

TI「 F、 3MP、 l)DF、 PNG、 GIF、 JPEG2000の 各フォーマントで出力可能なこと。
300dblで 3秒以内、2,400dbl葛秒以内、カラーの場を合は、300dЫで3秒以内

A4・ハ6・ B4・ B5、 片ページではA4・ A5・ B5・ 86が読み収れること。

×4,800abi以 上であること。
(lb化刻み)とすること。

√ヽ

式

式

I

0

協℃種名

メーカー名

動イト乗坑

イメージセンサー
階調
光学解像度
読取解像度
出カフォーマット

読み取り速度

読取方式

読取モード

光源

原稿サイズ

読み取リサイズ
ンrンタとフェース

高さ)×

メンテナライス

自動課金装置

IL

/白 果

/カラー

黒
ルカラー

アツンダ磯羅/インダ~フエイス

スキャナ志監能
転倒防止
白西れ画面庫癒 iX拗

印刷方式

両面印刷

解像度

乗修ご隼 需

用紙トレイ

インターフェース

用紙サイズ

醐 作 環 第

用紙種類
消 影 品

3 0CR用 スキャナ

フラットベンド
'星

業務用モノクロプリンタ

10/17ページ
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式

要
リコー コインラックADタイプ 1001+領収苦プツ′,装着 相当
220× 185× 76(lmm以 下

下

C3500相 当式

>′fムたら静″十る●テ

×600dpl以 上

以 上

ていること

‐
F
下

100V15A l観
1.5kW以

~F

館内コンテンツ関覧端末から印刷できること。また、1旨証播;によるセキュリ

下

下

IヽI C3500+日 当

ック起動)以

式

上

下

るヽこと

×685X913mm(本 体のみ )
1ヨあること

コインラックADタイプ10ol+領収藤プリンタ装猫 相当
×185

X600d』以上
×600d硼以上

100V16A l電源
1.5kW以 下

つ

1

2陵T菫騒

メエカー名

レンズ

デスク

キヤリア

その他

自動課金装置

ウオームアップ
ファーストコピー/白 黒
ファーストコピー/カラー

観
最大消費電力
大きさ(幅 X奥×高さl
手差し、ル テナンス

圧板

自動課金装置

転例防止

消耗品
カラー,ピー絆

'

複写サイズ

読み取り解像度

書き込み解像度

毎分スピード

殿種名

読み取り解像度

書き込み解像度

毎分スピード

ウオームアップ
ファーストコピー/白 黒
ファエストヨピユ/カラー

観
最大消費電力
大きさ(幅×奥×高さ)
手差し、メンテナンス
圧板
自動課金装置

機種名

複写サイズ

転倒防止

消耗品

マイクロフイルムツーダー及び端末マイタロフィアレムツーダー

商用D3・ NDt用 プツンタ簡用D8・ NDL用 プリンタ

ネ吐用者ヨピー機 (モノクロ,邪J用者コビー機 (モノクロ)

品種

読み取り解像度

書き込み解像度

毎分スピード    フ
クオームアップ

ファーストコピー/白黒
ファーストコピー/カラー

カラー複合機

600dpl× 600dpi以 上

600dpi× 600d麒以上

A4横クルカラー時 55枚/分以ri

21,)｀(クイック起動)以 F

ド

下

L

歓 15A I母馘原

最大消費電力

11/17ページ
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14構成・スペック表記

13

へ3
へ4横フルカラー時 35枚/分以上
〕2,サ｀(クイック起匿

'〕

)以 ド
9.5秒以 下
95秒以下
320枝 十手差し,oo枚 十増設トレイ550枚 X3以上
100V
l_4kW以・ド                                                         

′

484× 552X310mm(本 体のみ)             、

WhむowsOn、 whdbws SeⅣ er■12016、 Windows Sorvor“120け、Windows serverm 2022、 Whdows
Server舶  2025
MAC OS X 1010以 上
イ‐―サ身、ット(1000BASE■ T/10(lBASE一TX/1o器E判う

RICOH SP C751小日当

PC男語本から出力が可記なこh
レーザビーム乾式電子写真方式またはLED方式であること。
画面印刷が可能なこと。
1,200dpi以 上とすること。

片面印刷時 lまA4サイズ30頁/分以 上、両面印刷Httは 16更 /分以 よiとすること。
調達する図書館システムで生成するバーコードに紺応していること。

用紙トレイ1ま2以 上、手差しトレイは1つ備えること、

傷 綾 変 とPMSttT/Ю
OBAttT/ЮBASE引上

マ
レチプロトコル、lμ了6却働 及制 S82呟

用紙トレイ A4、 B5、 A5、 レター、自由サイズに対応すること。

喜饉讃監ぷじ災ガ義鰈 離 れ節焉で薄律阜るこ虫
サイ渕こ対応すること。

卜十_カートl,Ⅲ′ジ
``】
nntt Ы トロ1訥1前鯉テ●=>

587× 686X913mm(本 体のみ)

あり

Mndows011、 Mndtts sower舶 2016、 Whdows Scrver“ 2(119、 Windows server■ M2022、 WindO、′、
SttverTM 2025

MAC OS X 10.10以 上
イーサネット(1000B・ SゝE4/1ooBASE→ X/10BAS卜 り、US82 61Bタ ィプ)

あり

転倒防止対策が講じられていること

ドキュメントフィーダーDF3110相 当

A3
A4横フルカラー時 35枚/分以 L
82秒(クイック起動)以 下
9_5秒以 下
9.5秒以下
320枚 +手差し,00ネ女十建設トレイ550枚以上
100V
l,4kW以 下
484× 552X360mm(本 体のみ)
Windows011、 WhdOws sclvcr｀ 2016、 Ψヽindo、ls SoⅣ erlM 2019、 MndOws Ser、 ,cドrT卜12022、 Mndows
Servor田 2026
MAC OS X 10.10以 上
イー‐チ永ット(lnanRA(ミ n―Tノ imRARユーT)`/1 ni、 A(ヽドユi｀ゝ

RICOH SP CttI相 当

式

式

氏

g

0

0

3

奥×高さ)

自動両面原稿送り

インターフェイス

止

給紙枚数

電源

最大消費電力

大きさl幅 |× 奥×高さ)

10 業務用カラーブツンタ

用紙サイズ

毎分スピード

ウオームアップ
フアーるトコピー/白暴
ファーストコピー/カラー

対応 OS

才ンターフェイス

機種著玉 県 ″ラープリンタ

12 県斤 NヽΨグリンタ

32CB以上であること。
SSD以上であること、

Ⅸ/D―ROMドライブまたはスーパーマルチドライブを外付けすること。
lAN(lGbps)を 有すること。

L及びUS83 0以 上×2以 L合計4日 以 上を備えるこ
と。
∪SB HUBを接続し、合計口数を満たしても良い。

内蔵ストレージ

12/17ページ



14構成・スペック表記

Vその他の機器

109キ ーポード テンキー付き(USBタ イプ)を備えること。
2ボタンのUSBレーザースクロールマウスを備えることn
Mにrosoi Windows ll ProttsSon』 64bltが 初期導入されており、かつライセンスを布すること。
ヤキュリテンスロット歩右 十 ム●>_

24型または238"・ l。 フアレHD“文∬1を備えること。

スキャナ用デスクトップカ上パツコンで不lナ可できること。

LAN接続型
1000Mbps
1000BASE 1/100BASE l X/10BASI]Tに対)ざしていること。
16′18

USB 3 0

usBポートより給電

式

氏

2

∪

?

イ

通信機能

フェイス

14 スキャす 用 NAS

15 ボータフアレHDD

`~

1｀ CP/1PCP、′4、 IPv6)での通信が可能なこと。
llll10BASE― T/100BASE― TX/10BASE― Tに対応していること。
RAID lで構築した場合に、実効容駄31｀ B以 ととすること。
ホットスフップに対応していること、

D機▼任仕様ウPC勇移ヽ でみJ'lJできること。

Iく Rιこ■Vイ末イ、「トイ内心歩孝蓼筆で共/、
=″

_

CR― [´A206相 当

サンフサプライ

・ヽ R-171ヽ 不ヽ日当

ハヤミした株式会社

上記 4語水、 栞務端末 (ノー ト)と 卜記バーコードツーダー (業務ナリ 機器 ―式、本を搭 破し、餌 内を巡
1営lできること。

TRuSCOフェニックスワゴン PEW―A963ヽ 相ヽ 当

PC端木で利用できること。
,AN(働 Nヽ)13、 」AN(Bへ N)8、 NW 7(CODABAR)、 CODE39に射応する|と。このほか、本県で稼働
している図洋鱗システムが生成するパーコードを読み取りできること。
65mm(左右マージン含む)まで対応できること。
USBにより接続・給電できること。
15m以 上であること。
90宣以 下(ケーブル 1余く)であること̂

PDC-704刊 者

H「-560不日当

日本ハネウェル株式会社

式

式

>ヽこ

式

式

12

η

66

57

0

0

(

3

8

1,

4

63

54

職■,ェ

メーカー名

動作環境
ハーコrドの種類

パーコードの長さ

接続方式
ケープル長
蔭 と、

隆種名

磯 ↑■名

メーカー名

対)よプロトコル

通信機能
HDD

外付HDD柱な締

朗 l午果境

機 器

メーカー名

6 バーコードツーダー(理込式)

イ践員向けのファイルサーバとして巡月1

2 モニターIⅨり1｀「1,金具

3 モニター取り付け℃具

4 館内巡回カート

5 バーコードツーダー(莱つ」〔用)

動作棗境

13/17ページ
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14構成・スペック表記

要件

ラインサーマル記鎌方式であること。
170mm/s以 にであること。
3dot/mm(203dめ 以 I!であること。
英′よ
′
約 5文宇、国際文字 18セット、拡 ,1(グラフィックス文 1128文 宇×43ページ、姉 I、 2水 4ヒ漢■

6879文 |■、特殊 人t!子 B45文牛以 にに対応すること.
本り,(で稼 lttllし ている♭XIド館システムで4Jlえするハーコードを出力できること。
80mmに対,さできること。
内蔵ロール紙 (最大外径 (レ 80mm以 に)1こ対応できること。
パーシャルカットに対応していること。
USB2 0以 1とに対応すること。
AC100V 50～ 6011%で あること。
SB2 0ケーラウレ

`A[o13)lm以
 「 ブラック カ令す|こ ,´ ^

ドM902に H〕321

PCプ r」

t木で利用できること。
ラインサーマル記無方式であること。
170mmハ 以 にであること。
3dot/mm(203dd)以 上であること。
人と教牛95文字、[呵際文IⅢ 18セット、拡張グラフィックる文

′
Ⅲ128文イト×43ページ、第 1、 2水 11漢牛

6879文牛、特殊漢
′
Ⅲ845文字以 卜に対応すること。

本叫tで稼 lJ力 しているXl洋館システムで生成する/ヽ―コードを出力できること。
80mmに対)よできること。
内蔵ロール紙 (最大外径Φ80mm以 に)に対応できること。
ハーシャルカットに対応していること。
USB2 0以 Ji及び 100BASE l X/10BASに 1以 にのイ「線 IANに対応すること。

オ レンジ

`5白

人 】ナ米 イれ

`A入
 ヽ 歩令 ォ|ェ ル

TM30に BI16 H

PC端水で利用できることⅢ
ラインサーマル記録方式であること。
170mm/、以 iであること・
8dot/mm(203dpけ 以 iであること。
英教4,:95文

′
■、1除 文■ 18セット、拡張グラフィックス文

′
Ⅲ128文宇 X43ページ、第 1、 2水 411人■

6879文■、4キ殊 人ヽ中8コ 5文 ,以 にに対応すること「
80mmに対応できること。
内蔵ロール紙 (最大外従¶)811 nm以 :)1こメl応できること。
ノ`―シャルカットに対,さして,ヽること。
uS82 0以 L及び 100BA‖ lX/10BA‖ 1以 tiの イ「線 lANに対応することィ
AC100V 50-601 %であること。

1′Fィ 、ゝI rHと ,上  |ANケ ーブ′レイrち ナレレジ 歩分)●―ル

ッ`ラ
~イこよるテータ1呟迷かできること。

半丁rl(巣
′
Ⅲ、数年、カタカナ)全チイl(IIS'人 牛ヽ第 ‐水11、 第 二水当りを表示することができること。

Tヒ腸〔キー11引 、十
′
トキー114(4方 卜,)、 データ入カキー以 にを備えること。

)AN(nAN)13、 」AN(EAN)8、 NW-7(CODAは AR)、 CODE39を 読み収リロ「能であること。このほか、
本調達でⅢイォ英する凶洋館システムが生成する/ミーコードをFJしみ取りできること。
充l七池のほか、忙電池でも稼l力)lすること。
10ピ以 ド

`卒

11,川れ主士li財lF油令す|)で力ぅる手ル̂

128GB SSD 以 Lとすること。

10インチ以 Lとすること。
フロントカメラ及びハックカメラをイlllえ ること。
IT付での通イIIを述統して8時‖‖以 に行えること。              _
60か )J以 に、最新のOS利用がⅢF能であること。
11‖ ,にパ1応し、ドリl主人通信速度225Mbpstt Lとすること。5CB/月 まで速度制限なしで通イfiできるこ
と。
なお、通信 ?ヤは本 IJ打進に含むものとする。
B的 oとooth接統に姑ルよしてヤ`ること。
4拠点以 iで「1‖手に利用 ド「能な、情激ィlゎィ比対策機能付きクラウド

'「

tWcb会 ,比ナ‖アプリを設定するこ
と。
不Ⅲたアプリ′主削粂十ム●>^

単位

式

」、

r、

式

総数
A48

ゼ

2

予備機

2

0

必要台数
A

56

2

10

2

項 目

文
′
イ́Tl

バーコード

用紙幅

用紙形態
自動用紙カット

インタフェエス

ll_派

そのれ

“l′隻和第

動作葉境

日J′ 1方式
印
′
,速度
ドット密度
文4打1

バーコード

用紙幅

用紙形態
白Ll用紙カット

インタフェース

1七浙〔

機 F下第

Ll作環境
日
'1方
式

ロメ1速度
ドット幣度
文

':rn
用紙咄f
用紙形態
白il用 紙カット
インタフェース
tと源

ナー ク rユ、迷

ユく示文 r十ィn
キー入力部
スキャナ対応パーコード

「tと l`ナ

l〔

Ft ht

内蔵ストレージ

ディスプレイ
カメラ
ハンテヅ稼 lT力時‖〕
OS
通信機能

按統方式
アプリ

名称

8 レシートブツンタ(ネットワーク′世)

9 レシートフリンタ(ネットワーク型)

10 成 洋点検用端末

H Web会 議川タブレット

14/17ページ



14構成・スペック表記

要件

Wcb会 I説用タル ットで利用できること。

縦・杖・11さの合計が50cm以内であること。また、itさがバンテリを含めてlkH以内であること。
BLctOOth接続に対応していること。
道統 l丈サHで 81↓キ側以 li利サIできること。
Fと 'l,l〔 アダプタを利サIできること。
360度 集 帝‖f能なこと。また、 1キ h勺 1こマイク機能のみをや|テ 止することが‖「能なこと。
ノイズキャンセリング機能をvliえ ること。

エコーキャンセリング機能を,市えること。

14h``lHメ■力ヽ市「命臓オ●●ナ_セ■ 消 :rに 十 /、●ルが ‖命レオ●Fナ _
XGA及びWXCAに紺 )さしていること。

1200X800以 iとすること。
3000ル●メン以 Lとすること。
VGA及び IIDMI接続が行えること,

マイナンバーカード

,Vindowsll

引:サ )ズ畑t'IL
tSBに モリ十と紺■給 11,でよるこ″̂
ャ
^′

indowsll

uSはにより接続・給lLできること。
RTIB以 ‐

PC端 末が t・「えるセキュリティスロット1こ刈ルざしていること。

シリンダー錠とすること。
統 キーとすること。
lm以 にとすること̂
取ドル嚇ナ)「に応して必要な長さを遵る(こと

R145であること。
世f端コネクタイヽ「きであること。
ツメ折れ防劇i対祭がなされていること。
Cato5(ヽ lこ対応すること。
ストレート仝結線であること。
キ′締する雅界のNW卯 Iの rrに合わせること̂
2ビンまたは3ビン及び3ビン→2ビン変換フラグを備えること。

使サHする機イ■に合わせた日を備えること
スイングブラグ
殻 ,と 1/′/サ ),Fに応して必要な
引争気川 I甲I空企法 (Ps膚 ) てヤヽること̂
にIS13 2 0以 に

Ilぺ P`】 w命「で lヽt'Hl「 r静あるぃ 1■ Λfアダメタでれ
'中
でキム平、の

サンワサプライ レーサープリンタスタンドI PS rlo3K相
｀
当

V,(ノ リンタ各 水ワイトハ∩nxハ∩n)(700mm卜、1判 ―AA∩ l tli lボ「r町

単位

式

ナ(

■ヽ

式

式

総数
A■8

2

141

必 要奴

必 )k奴

4

|

予備機
B

C

C

0

0

C

必要台数
A

2

1

141

必
'て

奴

必
'ス

敷

4

1

項 目

動作疎境

サイズ

接統方式
バッテリ稼 lい)l時出!
充十ヒ
マイク機能
ノイズキャンセリング,.挺能

エコーキャンセリング機能

スビーカー雁能

″ll像度

両索チ放

最大力「度
入力端 r
負[1に点

郷i:機能
i■ 11:

xl応カード

対応OS
航収方式
移耕プテ式

対応OS

接続方式
バht
対応スロット

錠タイプ

キ ー

ケーフル 1,t

コネクタ形状

対応伝送「】域
ケーブル l'l造
ケーブル′

`

本体た込プラグ

井込 I

コード
fr(ffに

接続方式

名称

12 スピーカーフォン

13 プロジェクター

14 マイナンア`一カードリーダーライタ

15 ポータブルIIDD(ヨンテンツ移Jりj川 ,

16 セキュツティロック

17 LAトケーブル IIUBと 機器 問を結線するためのケーブル

18 電枡(延長コード

19 機 器 IR敲ザ日(果 務 用 , 外イヽrけ UsBプルーレイリーダライタ

20 プリンタ台

15/17ページ
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14構成・スペック表記

Ⅶ 端末運用管理システム

要件

要件

渋定メl末でストレスなく「△l)りlする
こと。

r、 riゃ 11ス キャ十不 臣いi人かデータ歩亦イЧ‖rにか
‐ル

決定 ン']木 でストレスなくF^l」力す ること。

利ナH考インターネットンフじ木でフィアレタリング股定できること。

島‖イ十謄 /、です主 ■フィルター F】rマルチデ /ヾイスを禾1ナ H^

水統ライセンスとすること。OfiMナ 1ス`イよ誌めなヤ`。

永統ライセンスとすること。Or、 lサJ尺 は認めない。

コンアンソ管 メ掟端 木 liで 稼 十J力す /oこ と。

契約別‖I中利サ側‖「能なライセンスをイ「すること。
1イ1少」(のライセンスで以ドに示す機能を実Jノとすること。
ll山
「ツールを備えること。
ビットマップ画像およびベクター山ilイ女の和岳失ができること。
PDffファイアレの441比・れ市失・フォーム作ナl党件ができること。
W(lbオーサリング格能力れ静夕るこ>^
波定メ五末でストレスなく稼 l」りlすること。

PCの 1呼足丁)l件を行うことにより、指定の時点以降に行われたデータドき込みやPC設定変更絆を匁〔
効にし、指定1+点の繋境に戻すことができること。

典境復元を行うフォルダを指定できること。

lTで彼元モードなどを変更できること̂
‐括でtと源管〕世できること。

すrでWindOwsアッフデートできること.
‐itでライヤンス】博;!夕潮:訳で共ム

=″
_

。BOO何 ‖1,`無 本ライセンス

(ヽ 300111サ ービス不1別ライセンス (コーナー )
oBO0111サービスヵ旧末ライセンス
Wcb予約システムライセンス
ノベンド笹 J世●/ステ ▲ラ/十/レ ス

マイナンノ`―カードと,(,「af本り同石カードを邦につ 1)られること。

I文 ::拡 大」色変史」 汗′ギiυしみ :げ」ルビ↓オkり Jを利

'日

できるクラワドサービスをft供すること。

イ効な†スL楽をするLで、 if祀以外に必
'ス

なハードウェア・ツフトウェア

単位

単位

ライセンス

フイセンス

フイセンス

フイセンス

フイセンス

フイセンス

ライセンス

フイセンス

ライセンス

総数
A■B

触
鰐

1

16

70

IG

229

1

7

14

1

3

2

必 要数

C

C

予備機
B

予備機
B

0

0

0

C

0

0

0

0

0

C

C

℃

必要台数
A

必要台数
A

16

7C

I

229

7

14

1

3

2

必
'(数

C

C

項 目

項 目

1)l作県境

動 作 菓 うと

lスt44刊限
‐
括管理
′‐のイl

ライセンス

フイセンス

りl作典境

ライセンス

山i像編集

PDII締失
Wohオーサリング
lりl作味境

策境復元

‐括管興
「と源管理

資産西じ布
相III“ |

フイセンス

端末展けH用 ンフトウェア

名称

名称

1  0CIRチ llソフト

2 フィアレタリングツフト

3  0mce l Tsc Proftヽ ssionaI PIus 2024

4  0阿icc l´ ISC Standard 2024

5 山l象、PD「綿集及
‐
ひヽ Vcbサイト締 f来 ンフト

6 端末巡用管
'提

システム

7 ライセンス

B lttl人 所f予約システム

9 ライセンス

10 マイナホータルアフリ

H アクセシどリティ変換サービス

12 その他必要なソフトウェア

要件単位触
鰐B

予備機
A
必要台数

項 開名称

11

16/17ページ

8GB以 :であること。



14構成・スペック表記

t,S83.0(Typt・ Aオス:Typo― Aメス)

2m程度(フックマウント内管理端未からラックマウント外まで延長できること)

19インチマウントに姑応できていること

管理端木(ノーWりが格納できること

Vヽれ dows ll PHD患 前oh』 かつライセンネを有〕アoこと.

W―Π(IEE酪 02.1Gbps)(1

1以上を有すること。US12.0×力、

Iノ Nゝセグメント数以上
約100cm(コネクター部除く)
ヤルフパワーrAr~′ガ ′を軽ヽ

USB3 0/2_9/11(Type Aメ ス)

30対応であること

uSB樹も8撃 続して動作できること
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USBで蛛 NICigalとの断3 ギガビット有線堕 Nヽアダプター

管野端末本体とUS8 1lU8と鱒4 USB延 長ケープル

管理端末を19インチラック内に格納5  19インチラックマウントケーネ

管理端末本体とUS8-し パヽ(G攣た の接続2  USB HUB
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15システム構成図

ヽ

セキュリティ担保及び機密保持の観点からク生ブに公開することができません。     :
入札説明書に示す問合わせ先まで申請いたrま1入本L参カロの意思があると判断できる場合に限
り、申請日・土日祝目を除く3営業日以内に提供しますと       i



16搬入。設置・接続・設定等に係る要件

No 項 目 要件

1 共通事項 べ て つ い るに

るまでのすべての作業を実施すること。

2 共通事項 について は 、 については、

及び既設業者と協議の上決定し、書面にまとめた上で提示すること。

3 共通事項 シ ス ること。 し す に

は、搬入・設置・接続・設定等に係る費用は受託者の負担とする。

4 共通事項 機器納入の日程及び搬入方法等については、本県と協議を行い、その指示に従うとともに、受託者の

責任者が立ち会うこと。

5 共通事喚 の ること。

6 共通事項 機器の搬入に際しては、搬入先の施設、設備、什器などに損傷等が生じないようにすること。

7 共通事項 搬入先の施設、設備、什器などを破損させた場合、修繕費用は受託者の負担とし、受託者の責任で修

繕を行うこと。
修繕内容、修繕結果について本県から承認をえること。

8 共通事項 ついても、 可 の

は、これを施工すること。

9 共通事項 い 、

10 共通事項 セ｀ について の し、たと V

合でも当然なされなければいけない事項は、これを省略してはならない。

11 共通事項 |ま い ること。

12 共通事項 場所の つては、

13 共通事項 機器搬入前に設置環境の事前確認作業を実施すること。

14 共通事項 レビュ ― ル 日つ

間単位)を提出し、承認を得ること。

15 共通事項 で レ し、つ

16 共通事喚 に ては、 る

17 サーバ及び関運機
器に係る事項

本県指定の以下の場所に搬入・設置すること。
・石川県庁舎サーバ室
・石サII県立図書館サーバ室



16搬入・設置・接続・設定等に係る要件

No 項 目 要件

18 サーバ及び関連機
器に係る事項

~(:ヤ
サーバ及び ツ ワ

、必要な作業を行うこと。なお、電源 (100V)及びLANはランクまで配線されているので利用する
ことができる。電源として100V以外のものを利用する場合は、その費用を負担すること。

19 サーバ及び関連機
器に係る事項

るラッ クに る が

ること。ただし台板については、本県所有のものを利用することも可とする。

20 サーバ及び関連機
器に係る事項

サーバ機器類は既設のラックに機器を配置すること。

既設のラジクは以下のとおり
'日 東工業 DARC90-720E変 形
(幅700mm× 奥行900mm× 高さ2,000mm、 19インチラック)

21 その他の機器に係る
事項

石川県立図書館内の本県指定の場所に搬入・設置すること。

22 その他の機器に係る
事項

以下のネットワーク機器については、既存の機器設置個所に配置すること。
・スインチングハブ(8ポート)
。県庁側設置L3スイッチ
リモート保守用機器については、保守拠点に設置すること。



17ネットワーク要件

No 項 目 要件

1 共通事項 トワ クイま 以 の クて ヤ ツ ン

せ ること。現在の構成は 、男町紙 15_シス ア ム構成図を参 照 すること。具体的なIP体系などは受託者に対

してのみ開示する
。「公開ネットワーク」:DMZネットワーク
・「業務ネットワーク」:公開しない各種サーバが稼働するネットワーク
。「OPACネ ットワーク」:OPAC機 能を提供するサーバが稼働するネットワーク
。「県庁ネットワーク」:県庁機器が稼働するネットワ下ク
・「業務端末ネットワーク」:図書館職員に業務用端末を提供するネットワーク

・「OPAC端末ネットワーク」:図書館内での利用者に図書検索端末を提供するネットワーク
。「展示ネットワーク」:図書館内で展示への各種情報を表示する展示系ネットワーク
。「利用者端末ネントワ~ク」:図書館内での利用者向けにインターネット環境を提供するネットワーク
・「バックアップ。監視ネットワーク」:各種運用・保守に関する機器及びシステムが稼働するネットワーク

・「VPNネットワーク」:公開系L3スインチと
'モ

ート接続用VPNルータ間をルーティングするためのネット

ワーク
―ク下幾器の管理通信を行う管理専用ネットワーク。「機器管理ネットワーク」:ネットワ

2 共通事項 ットワーク ヤ` こ

3 共通事項 石 |ま、 の ュリティクラ

由してインターネットに接続する。

4 共通事項 ンター に設 る ワ ー

(IMS)およびSCを経由してインターネット1こ接続する。

5 共通事項 インター し てツ

6 共通事項 ワーク に 、 る

7 共通事項 トワーク ル 止 の ―卜に|ま

ポートカバー等をかけること。

8 共通事項 る し、不

には、新規ケーブルヘ張り替えを行うこと。

―卜が不足 る るこ9 共通事項

10 共通事項 ワ クセ ス コ ン ロ ル ス 更 カ は

業者乙調整を行ヤ 本県 の 了承を得たうえ で 実施すること。また、そのために生じる費用 は本契約
こ含

む。

11 共通事項 レ ス して い 出

12 共通事項 シ ス ター ツト の公

し、同サ バ 上 にリノミ ス プ ロ キシ設定を行 たつえ で公 開す るもの とす る。

に ヤ ヤ つ変更 つ ｀
~(「

1ま 既 存業者と調整を行 本県の了承 を得た え で実施すること。



18移行要件

No 項 目 要件

1 システム移 行 基 本 要 件 受話者は、受託後にスケジュールや移行方法等について、主体的に本県と調整・協議を行つた上で、システム移行計国全股
について記述した「システム移行計画書」を作成して本県の承認を得ること。

2 システム′i多行 基 本 要件 受託者は、本県に承認された「システム移行計画書Jに基づき移行作業を道切に実施すること。

3 システム移 行 基 本 要件 受託者は、本番データを用いた移行の前に、最低1回のテストデータを用いた,ハーサルを計画し、実施すること。l)ハーサル

において見つかつた課題を全て解決した上で本番データの移行を実施すること。

4 システム移行基本要件 受託者は、システム移行に際して提供された各種データの取り扱いに細心の注意を払うこと。データの流出などを防止し、また

適切に管理すること。

5 システム移行基本要件 令和9年 1月 26日 (火)の開館時に完全な状態で通常運用可能とすること。ただし、1月 26日 (火)は利用者向けサービス開始日

であるため、職員の研修・習熟期間等を考慮した移行計画とすること。休館の日程や期間については変更になる可能性がある
ことに留意すること。

6 システム移 行 基 本 要件 その他、システム移行の詳細に関して協議が必要な事項があれば、適切な時期に本県と協議を行い、本県の了承を得て決定
すること。

7 移 行 対 象 テ ー ダ 移行対象デユタは本県にて用意する。本県が用意するデータを例外なく全て移行すること。

8 移行対象データ 移行対象となる全データ(本番データ)提供以前に、デ=夕移行検討のためのサンブルデータ、およびデータ移行テスト用のテ
ストデータも提供する。

9 移行対象データ 本番データ抽出・データ提供は最大3回を予定している。
3回とは、本業務開始時、リハーサル時、本番移行時を想定している。

10 移行対象データ 上記「データ移行仕様書」に記載された項目以外に、移行に際して必要な項目
申し出て協議を行うこと。

受 託後す み やか に、本 県 に

11 移行対象データ サンプルデータ提供後、データ項目の過不足等が判明した場合には、本県に確認を行いながら、新システムでの対応万針を

共同で検討すること。

12 移行 対 象 デ ー タ 新システムで使用するデータの書式・構造その他が、提供される現行システムのデータと異なる場合は、テーダ項日の対比衰

(現行システムから抽出したデータと新システムのデータ項目の対比表)を作成すること。

13 移 行 対 象 ア ー ダ デ=ア買百あ用チヒ表には最低限以下の項目
その他データ移行に必要となる資料

データ項目一覧、データ項目説明書、コードー覧、パラメーター覧、

14 ′1多行 対 象 テ ー ダ 提供されたデこ夕に桁あふれ、漢字コードの不統一、桁不足、NじLL等の不正なデータ(以下、十不正データJという。)が無い
かチエンクを行うこと。

15 移 行 対 象 テ ー ダ 出されたデータイこ不正データがあった場合、抽出を行うとともに、その詳細ならびに補正・修正の手法をまとめ、説明文書として

作成すること。

16 移行 対 象 テ ー ダ 不正データについては(必要に応じて文字コード等の変換作業を行うこと。

17 移 行 対 象 テ ー ダ 提供されたデータにデータ抽出ミスに起因するデータの不備がある場合は、その詳細をまとめ、説明文書として作成すること。
また、}見行システム保守業者が修正データを作成した場合は、それを受領し、再度不正データのチェックを行うこと。

18 移行対象データ 移行データは統計分析システム(BIツール)による統計の対象とできること。



18移行要件

項 目 要件

19 移 行 対 象 テー タ 現行システムから抽出されたデータの有効な利用法。新たな活用法について本県と協議すること。

20 その他移行要件
靭幕肇奮螺 野爛 豪例研載]1騒。

21 その他 l多行 要件

"蔵
情報についてはすべて引き継ぐこと。

22 その他 移行 妻:件 発注情報を引き継ぐこと。

23 その他 移 行 妾件 相互貸借情報を引き継ぐこと。

24 その他移行要件 レファレンスデータを引き糸睦ぐこと。

25 その他移行要件 現行システムでは、請求記号付番ルールが新旧2種類あり、新ルールで付番した資料と日ルールで付番した資料が溌在して
いる。資料データイヨま、請求記号付番ルールを識別する情報を保持しているため、その識別情報も漏れなく移行すること。

26 その他移行要件 班設2台のNASのデー
ォルグ)

るヽ ルグ)
また、移行対象のフォルグ・ファイルにアクセ 与されている場合は、アクセス権限も移行すること。

27 その他移行要件 メールデータについては移行不要とする。

28 その他 移 行 要件 業務端末内のローカルデータは移行不要とする。

29 その他移行要件 イベント管理システムにおけるイベントデータを移行すること。
なお、追加機能については、新規イベント入力分からの反映とする。

30 その他 月多行 要件 読書通帳に未印字の貸出データを移行すること。

31 システム移行環境 データ移行の実施場所については、本県の指示する場所にて移行作業を実施すること。

32 システム移行テスト テストデータを用いたデータ移行の開始までに、データ移行等の詳細な手順をまとめた|データ移行手順書」および、本番デー

タを用いたシステム移行が正しく行われたことが判定できるテストの内容をまとめた「システム移行テスト項目一覧Jを作成し、本

県の承認を得ること。これら1こついてはテストデータ移行の結果を受けて、適宜修正するものとする。

33 システム移行テスト テストデータを用いた移行後、および、本番データを用いたシステム移行終了後に、システム移行テストの結果を書面及び電子
媒体にて提出すること。

34 システ ム移 行 テス ト 本番稼働の可否を判断する最終段階となる稼動判疋
~は
、システム移行テストの情果が提出され7‐後で不県か行つ。不沓稼lワ」の

スケジュール策定に際しては、本県が確認し了承するのに必要な期間を考慮すること。

35 システム移行テスト システム稼動後におけるトラブル発生時に対応するなどのため、システム移行に使用したテストデータおよび本番データは'契
約期間中保存すること。また、システム稼働後にトラブルが発生した場合には、移行時に用いたデータイこ問題がなかつたかの

再検証を行うととも1こ、問題解決のための本県との協議に応じること。



19テスト要件・検収要件

No 項 目 要件

1 テスト要件 ス っては、適時適切なタイミングで、テスト実施体制と役割、作業及びスケ
ついての検討を実施した上で、必要なテスト計ジュール、テスト環境、テスト方法、テストデータ等に

画書、仕様書等を作成し、適切に実施すること。テストの結果は、本県がテスト結果を判断可能な形

で報告すること。

2 テスト方法 受託者は、各種テスト計画書等に基づいて、単体テスト、結合テスト及びシステムテストを主体的に笑

施すること。テスト1こおいて、エラー及び障害発生を確認した場合は、必要に応じて本県へ報告を

行つた後、復旧作業を行うこと。また、性能面での問題が発生した場合には、チューニングを施すこ

と。なお、システムテスト以降においては、本県と作業体制、履行場所等について協議の上、本番と

同様の環境で実施するものとする。

3 基本方針 システムテストの実施は、システムテスト実施スケジュールに基づき、結合テスト終了後に実施するこ

と。システムテストケースは、目的別の各テストから構成すること。なお、システムテストは、実際の環境
と同じ状態にて検査を実施する。また、テスト実施時は事前に各関係者の役割分担をテスト計画書に
て明確化すること。

4 テスト要作 試験の実施にあたつては、実施体制、役割、スケジュール、試験項目、試験条件、試験方法、試験

データ、試験合格判定基準等についての検討を実施した上で、試験計画書、試験仕様書等を作成

し、本県の承認を得ること。

5 テスト要件 試験結果は、
~本
県が判断可能な形で報告すること。

6 テスト要件 納入期限までにすべての不具合に対する姑応が完了してし また、課題/問題管理表の対応
がすべて完了していること(完了しない課題は、影響範囲、期限等を明確に示し、本県の承認を得る
こと)。

7 テスト要件 納入期限までに、受入テスト時の指摘事項、対応内容に対する成果物への反映が完了しているこ

と。

8 品質判定基準 システムテストエ程における品質判定は、定量的基準、定性的基準、端末動作確認結果等、各テスト

結果から総合的に判断する。

9 品質判定基準 定量的基準による品質判定
システム規模 (KL:ステップ数)から換算した定量データ(テスト密度、バグ検出密 度)を品質指標
とする。システムテスト時のPCL(テスト項目)数をシステム規模 (KL)から換算される予定PCL数と実
施済みPCL数との比較から品質妥当性を判断する(テスト密度)。 定量評価基準は開発プログラムに
おける業務に係る難易度、開発言語にも左右されるため、最終的な品質判定の指標値は本県と受

託者が協議の上、決定する。

10 品質判定丞準 定性的基準による品質判定
システム機能、システム連携等の各テストが完了しており、不具合 (バグ)紺応の残件数が0件である
こと。全ての障害に対する対応について、テスト前及びテスト後のデータダンプリスト、画面ハードコ

ピーにより、正しくテストが実施されたことが実証されていること。
また、課題/問題管理表の対応がすべて完了していること(完了しない課題は、影響範囲、期限等
を明確に示し、本県の承認を得ること)。 システムテスト時の指摘事項、対応内容に姑する外部仕様

書、操作マニュアルヘの反映が完了していること(設計品質の確保)。

11 品質判定基準 オンライン処理 (レスポンス)テ ける品質判定
オンライン処理 (レスポンス)テストでは、運用上の性能が業務に支障のない範囲であることを実証
することイこより、品質判定を行う。オンライン応答時間の品質判定は、非機能要件の判断基準を満た

すこと。



19テスト要件・検収要件

NO 項 目 要件

12 品質判定基準 負荷テストにおける品質判定

負荷テストでは、運用上の性能が業務に支障のない範囲であることを実証することにより、品質判

定を行うこと。

13 テスト環境 据え付けたハードウェアに対し、必要なソフトウェア・ミドアレウェアのインストール及び本県向けの設定

を行い、テストを実施すること。

14 検収要件 検収の実施時期・条件・方法等については、本県が成果物の内 て別途冦める。

15 検収要件 確認項目のすべての判定が合格 (不合格となる項目があつた場合は、その対応が完了するか、特別

な事情により対応方法やその時期が明確になっていること)となったことをもつて検収完了とする。



19試験内容

No 試験分類 内容

ア 単体試験 機器・システム単体の動作試験を実施すること

イ 現地動作確認試験 現地設置後の動作試験を実施すること。

ウ 連携試験

ネットワーク疎通確認及び第一期新システム等本

業務以外のシステム、サーバ等との連携処理試

験を実施すること

エ 運用試験 業務フローに従った試験を行うこと

オ 性能評価試験 処理時間・応答時間等の試験を行うこと

カ 受入試瞼 (支援 ) 本県が行う受入試験の支援を行うこと。



20研修要件

NO 項 目 要件

1 共通要件 本システムの実習的な研修を行うこと。

2 共通要件 本県職員が円滑に機器の利用を行えるよう1こするため、職員向けの集合研修に用いる研修資料の作成及び集
合研修の講師を行うこと。

3 共通要件 操作研修の教材には業務フロー、操作マニュアル、を使用し、例題などは別紙にて固己布すること。

4 共通要件 座学研修と実際に機器を操作する研修を組み合わせ、効率的に研修を行うこと。

5 共通要件 の納入物件 )を使用す るが、本沓凍勇機器

では不足と ること。

6 共通要件 開催に当たつては、以下の実施要件、その他必要と考える要件を配慮して、研修の内容、回数、スケジュールを

取りまとめた研修実施計画を作成し、本県に提示し承認を受けること。

7 共通要件 研修会場は、研修の内容及び実施方法を踏まえて、県と協議のうえ決定すること。

8 共通要件 研修実施後は、研修実施報告書を作成し、県の承認を受け

9 共通要件 研修の回数については、本県と調整の上、本県の指示に従い決定すること。

10 管理者 向けれォ修 本システム管理担当者を対象とした本システム運用管理教育研修を実施すること。

11 管理者向け研修 本システムの構築完了までに、主に以下の内容で研修を行うこと。
・本システムの運用管理及び利用に必要な事項
・本システム運用管理手順書等に基づく全般的な内容
・本システムにおける障害発生時の対応方法
・本システムの運用管理機能

16 本県職員向け研修 本システムを利用する本県職員を対象とした本システム利用研修を開催す
を重点的に研修すること。

現システムから変更になる点

17 本県職員向け研修 集合研修の実施内容は現時点で以下のとおり想定しているが、具体的な研修方法、研修内容、実施時期、受
託者による支援範囲等は、受託者が最適と考え方法を提案し、本県と協議の上で決定すること。

研修対象   想定時間
図書館システム  3時 間
読書通帳システム  3時間
端末管理システム  3時間
座席予約システム  3時間
設置した機器の説明 2時間

回数
4回

1回
1回

2回

2回

18 県内市町立凶書餌舒概員
向け研修

県内市町立図書館等職員を対象に、本システムのうちボータルサイト、横断検累、相互貸借等の利用れ井修を開
催すること。

19 県内市町立図書館等職員
向け研修

研修は集合研修とし、同じ研修を複数回実施すること。対象人数は約40名を予定している。

20 利用者周知 本番稼働前に、利用者周知に係る利用者向け操作説明書、機器サインについて、現行システムで使用している

ものをベースに必要に応じて修正を行うこと。その他委託者が必要と考える作業があれば、協議の上で実施する
こと。



20研修要件

Nb 項 目 要件

21 利用者 )吉l知 利用者向け操作説明書、機器サインは以下のとおりとする。
・利用者が機器操作に迷つた際に参照できる説明書を納入すること。
・機器ごと1こ作成すること。作成対象は下表のとおり。
・極力文字を減らし、写真やイラストを活用した訴求力の高いものを作成すること。
・デザインについては、館内意匠等と統一性を持たせること。

22 利用者周知 作成対象
。図書検索兼座席予約端末 (キーボード型)
・図書検索兼座席予約端末 (タシチパネル型)
・絵本検索端末 (タッチパネル型)
。読書通帳機
`座席予約端末 (タンチパネル型)
・館内コンテンツ閲覧端末 (キーボード型)
・利用者インターネット端末 (キーボード型)
・視聴覚用端末 (キーボード型)
・商用DB端末 (キーボード型)
・商用NDL端末 (キーボード型)
・セルフ貸出機
・予約照会機



21運用保守準備要件

No 項 目 要件

運用保守体制の準備 本システムの運用管理に関わる従事者とその貢 rヵダを明らかにした体制を構築し、提出す

2 連用 l呆守 l′ド制の平傭 各従事者は担当する役割を果たすうえで求められる権限、知識及び十分な知識を有すること。

3 運用保守体制の準備 各従事者は役割を兼務できるものとするが、業務の遂行に支障のない通正な人員の画己首

4 運用保守体制の準備 体制等に変更のあった場合は、速やかに変更後の体制を書面で再提示すること。

5 運用保守計画書の策定 受託者が本委託業務を
~実
施するにあたつて必要な運用保守計画を作成、提出す

6 運用保守計画書の策定 作成に際しては、石川県情報調達共通特記仕様書 (半成25年 10月 放,(以下、1符記仕様書」という
'に

厄める
事項を遵守すること。

7 手順書・マニュアルの作成 本シス身ムを円滑に運用・不可用するため、以下の手順書・マニュアルを作成すること。

8 手順書・マニュアルの作成 運用設計書
・システム稼働監視やバックアップ、セキュリティ対応など、安定して運用するために必要な作業項目を検討
し、想定すべき運用保守作業 などをまとめること。

9 手順書・マニュアルの作成 通常連用手順書
・受注者受託者及びシステム管理者が、各システムの通常運用時に使用する手順書。
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差答え等ができるよう、加除式とすること。

10 手順書・マニュアルの作成 障害発生時運用手順書
・受託者及びシステム管理者が、各システムの障害発生時に使用する手順書
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差替え等ができるよう、加除式とすること

11 手順書・マニュアルの作成 ノミックァップ。ノストア手順書
・受話者及びシステム管理者が、各システムのバックアップ・ノストアの際に使用する手順書

12 手順書・マニュアルの作成 システム操作マニュアル
。県立図書館職員が、各システムの操作時に使用するマニュアル
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差替え等ができるよう、加除式とすること

13 手順書。マニュアルの作成 機器操作マニュアル
・県立図書館職員が、機器類の操作時に使用するマニュアル
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差替え等
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差替え等

ができるよう、カロ除式とすること
ができるよう、力日除式とすること

14 手順書・マニュアルの作成 一般利用者用マニュアル
。一般利用者が、各システム及び機器類の操作時に使用するマニュアル
・利用者の種別や内容の充実度等に合わせて、複数種類を作成すること
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卜、o 項 目 要件

15 手順書・マニュアルの作成 県内市町立図書館等職員用マニュアル
・第一期本システムのうちポータルサイト、横断検索、相互貸借等を利用する際に使用するマニュアル
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差替え等ができるよう、加除式とすること

16 手順青・マニュアルの作成 運用マニュアル
・システム管理者が、運用に際して使用するマニュアル
・実際に行われる運用保守作業の手順や、用いるツール類の操作方法等をを整備し、運用を担当する要員
に変更が生じた場合でも、確実に運用保守作業を引き継げるよう|こ配慮すること
・付与される利用権限や内容の修正等に合わせて柔軟に差し替え等ができるよう、加除式とすること

17 手順書・マニュアルの作成 コードブック
・県立図書館職員が利用する各システムで使用するコードー覧の冊子

18 手順書・マニュアルの作成 セキュリティ実施手)原書 (案 )
。情報ヤキュリティポリシーを遵守するための具体的な対応方法等を定めた手順書 (案 )

19 手順書・マニュアルの作成 緊急時対応手順書
・受託者が本業務を実施するにあたつて緊急時に取るべき手順を緊急時射応手順書 (受託者編)として本県
と協議のうえ作成、提出すること
・緊急時対応手順書 (石川県版)|こは特記仕様書23(1)に定める連絡先を記哉すること

20 手順書・マニュアルの作成 用語集
・本委託業務で使用する用語及び関連する用語の意味を関係者が共通認識するための用語集。



22本番稼働支援

No 要件

1 連携するシステムや現行システムの保守業者と連携・調整の上、本番運用開始の切り替え作業を実施すること。

2 禾番稼働 日から5日 間の開館時間内、プロジェクトリーダーまたは本業務に精通した担当者は図書館に常駐するか、運

絡後30分以内に図書館に駆け付けることができる場所で待機すること。
また、本番稼働から5日経過後、システムの安定稼働が認められない場合は、安定稼働まで上記対応を継続すること。



23納品物要件

No 項 目 要件

1 ドキュメント納品物に係る要件 作成するドキュメントは、本県に対して事前に様式や記載要領を提示し所定の期 日までに納品し、本県の承認を得
ること。なお、ドキュメントは、特に指定していない場合、以下の形式とする。

2 ドキュメント納品物に係る要件 A4半 lの紙媒体を基本とし、A4半 J以上の場合に1ま折り込みA4半 Jとする。

3 ドキュメント納品物に係る要件 各ドキュメントの提出には、紙媒体を2部 (セット)及び電子媒体一式を2部納品する。たたし、足例会舒の会議資料
は、参加者分の部数を紙媒体および電子データで納品すること。
通常運用において使用しない機器付属品 (インストール媒体、機器標準添付マニュアル等)は整理し、必要な時に

すぐに取り出せるような方法で納入すること。

4 ドキュメント納品物に係る要件 電子データのファイル形式は本県で採用している読み書き可能な形式 (Excd、 Word、 PowerPolnt、 PDF、 CAD)のう
ち、本県が指定する形式で作成すること。なお、納品時には必ずマルウェアに対するセキュリティチェックを行うこと。

5 ドキュメント納品物に係る要件 納品物の体裁・形式・数量に変更が生じた場合、協議の上、対応すること。

6 プロジェクト管理に係る納品物 プロジェクト計画書
プロジェクト管理要件に定義する「プロジェクト計画書」については、契約締結後、速や力Чこ納品し、本県の承認を得
ること。
なお、プロジェクト計画書に記載する項目等については、別紙23「プロジェクト計画書」に示すとおりとする。

7 ブロシェクト管理に係る納品′イ刀 以下の資料については、プロジェクト推進中に適宜提出し、プロジェクトの円滑な運営

進捗管理表 (会議前日まで)
課題管理表 (会議前日まで)
議事録 (会議終了後5営業日以内)

整備業務の成果物として提出する納
品物

納品物を指定の期日までに納品す

9 賃貸借業務の納品物 別紙 1 ハードウェア・ソフトウェアー式を、本仕様書に示す要件を満たす状態に整備し、問題なく稼働する状
態で、納入期限日までに納品すること。



23プロジェクト計画書

No 項 目 記載する内容

1 作業スクシユール 全体の作業スケジュール及び作業工程毎の詳細作業スクジュール

2 プロジェクト体制 プ歯ジェクト全体 (本県を含む。)の体制、役割、グループ構成、窓口及び連絡先

3 会議 l本 会議の体制、会議で報告する内容、報告書様式 (打合せ記録等も含む。)

4 工程の定義 各工程の定義および各工程の完了基準を記述する。

5 品質管理 各工程の品質指標および品質管理対する取り組みを記述する。

6 機密管理 今回のプロジェクトとこおける機密管理の取り決めを記載する。

7 ドキュメント作成要領 文書管理番号体系、改版に関する規程、用語統一などについて本プロジェクトの標準化ルール

を記述する。また、各成果物の記載概要を示し、記述内容や記述レベルの均質化などについて

記述する。

8 成果物一覧 工程毎の成果物 (詳細)や中間成果物などの一覧



23納品物

No ドキュメント名称 納入期日

1

設計・構築

運用設計書

設計工程終了時

2 運用フロー

3 代替運用フロー

4 詳細設計書

5 機能仕様書

6 ER図

7 機器等搬入。設置計画書 機器搬八 日の2週 間前

8

ハードウェア・ノフトウェア

導入機器一覧表(ハードウェア・ソフトウェアー覧)、 構成・スペック表記

別途協議

9 ソフトウェアライセンス管理

10 システム構成図(サ=バ機器等接続図(ネットワーク、電源接続を含む。))

11 ネットワーク設計図書及び竣工図面

12

テスト

身スト計画書

13 テスト仕様書

14 テスト結果報告書 テストエ程終了時

15

データ移行

データ項目対比表

別途協議
16 データ移行計画書

17 デー痺移行仕様書

18 データ移行テスト仕様書

19 データ移行テスト結果報告書 移行工程終了時

20 システム移行計画書 別途協議

21

本番稼働・利用支援

本県職員向け研修計画書
本県職員向け研修2週間前

22 本県職員向け研修テキスト

23 本県職員向け研修実施報告書 本県職員向け研修終了時

24 ヅハーサル計画書 別途協議

25 リハーサル実施報告書 リハーサル実施後

26 本稼働判定資料 別途協議

27

運用保守準備

運用保守計画書

本番稼働開始前

28 運用管理手順書

29 システム運用管理規程

30 各ハードウェア・ソフトウェアの取扱説明書

31 マスタ等の設定手順書

32 障害切り分けマニュアル

33 その他必要な手順書、説明書等

34

各種マニュアル

運用月知にかかる資料

本県職員及び本県市町立図書館等
職員向け研修前

35 通常運用手順書

36 障害発生時運用手順書

37 バックアップ・リストア手順書

38 システム操作マニュアル

39 機器操作マニュアル

40 一般利用者用マニュアル

41 県内市町立図書館等職員用マニュアル

42 運用マニュアル

43 コードブック

44 セキュリティ実施手順書

45 緊急時対応手順書

46 用語集
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No 項 目 要件

1 障害対応 障害発生時に速やかに対応し、障害発生前の状態に復旧するまでの全ての作業

2 障害対応 受託者は、本県職員からのメールや電話・システム監視。その他で障害運絡を受理し、障害状況の

キ巴握を行うこと。

3 障害対応 受理した障害連絡に対し、迅速に障害箇所の切り分け(障害部位と原因の特定、その後の対応方

法の判断)を行うこと。その後、復旧方法の検討等において本県の意見を聴取し、迅速かつ確実な

復旧が行われるように、主体的に作業を進めること。なお、受託者は、障害の影響拡大の防止を目
的とし、障害システム及び影響を与えるシステム等に対する応急措置を実施すること。

4 障害対応 業務に影響を与える障害については、障害速報及び回復までの手順 (作業手順のほか、業務ヘ

の影響範囲、回復までに要する間等も示す)を作成し、本県に提示すること。

5 障害対応 ハードウェア障害については、原則、オンサイト保守とし、センドバックによる対応は認めないが、予

備機を準備し、障害発生時に業務が滞ることの無いようにする場合はセンドバック方式による対応
も可とする。

6 障害対応 障害回復措置完了後、機能や装置の正常性を確認し、本県に障害が回復した旨と障害回復時間

を報告すること。

7 障害対応 障害の発生から回復までの経過措置を、時系列に記録するとともに、障害対応状況 に管

理し、本県及び受託者内で共有できるようにすること。また、受託者は、未解決の障害を含む障害
の発生状況を報告書に取りまとめて本県へ提出すること。

8 障害紺応 発生した障害全てに関して、可能な限り再発を防ぐため、障害の根本原因の確認・調査及び解決

策案を検討し、問題紺応への経過・状況を本県に報告すること。

9 運用支援 職員からの問合せに対応すること。

10 運用支援 受け付けた問い合わせ内蓉を把握し、過去に同様の問い合わせ内容や対応があつたかを確認

し、その上で対応方針を判断すること。

11 運用支援 問い合わせや障害紺応の対応状況を履歴として記録すること。

12 運用支援 問い合わせや、障害対応記録を最新の状態で維持し、職員との情報の共有を図ること。
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No 項 目 要件

13 運用支援 職員の求めに応じ、対応状況報告のほか、問い合わせ内容を分析し、改善提案等を行うこと。な

お、緊急対応の場合は、その都度報告を行うこと

14 運用支援 必要に応じて直接現地に赴いて紺応を行い、問題の解決等を

用は受託者の負担にて実施すること。

その際の旅費等一切の費

15 障害対応及び運用保守の

紺応時間

電話による問い合わせ対応

平 日9:00～ 19100及び完全休館 日を除く土日祝日9:00～ 18:00

16 障害姑応及び運用保守の

封応時間

メールによる問い合わせ受付
24時間365日

17 障害対応及び運用保守の

紺応時間

一次回答
受付翌開館 日の開館時間中
(ただし、当日中に一次回答ができない場合は、見込みの連絡をすること。)

18 障害紺応及び運用保守の

紺応時間
現地作業時間
平日9:00～ 19:00及び完全休館 日を除く土日祝 日9:00～ 18:00

19 障害紺応及び運用保守の

対応時間

セキュリティ事案、図書館サービスが継続できない等、緊急の事案が発生した場合は、上記時間以
外の封応にも応じること。

20 リモート保守環境 障害発 姑応できるよう、セキュリティを担保したリモート保守環境を構築すること。

21 リモート保守環境 システム監視作業は、受託者の事業所等からリモ∵卜で監視する方法を想定している。ただし、裂

品トラブルなどで重大な問題が生じた場合はその限りでなく、原則として現地姑応を行うこと。

22 リモート保守環境 リモート保守環境の構築にあたつては、管理拠点の所在地、使用する端末、セキュリティ紺策、認

証方式そのほか県が提示を求める事項を提出し、本県の承認を得ること。

23 リモート保守環境 接続にはVPNルータの配置または専用線により直接接続す また、リモ‐卜保守を行う端末は

保守専用の端末とし、最新のセキュリティパッチを適用するとともにウイルス対策ソフトを導入のうえ

最新のパターンファイアレを適用し、原則インターネットその他のネットワークに接続しないこと。

24 リモート保守環境 リモート保守環境の構築・運用にあたつて発生する費用はすべて、受託者の負担とする。

25 システム変更・パッチ等 障害対応等により必要となったシステムの変更・リリース作業については、受託者内で変更内容の

確認を行い管理すること。なお、変更内容については、本県に説明し、承認を得た上で実施するこ

と。
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No 項 目 要件

26 システム変更・パッチ等 OS・ ミドルウェアについて、定期的に更新情報の有無を確認し、システムに影響する場合は本県に
報告し対応を協議の上、パッチ等を適用する場合はその作業を実施すること。

27 システム変更・パッチ等 パッチの適用は、特記仕様書を遵守して行うこと。

28 システム変更・パッチ等 ファームウェア、OS、 ミドルウェア、ソフトウェアのパージョン、ライセンス、不可用するハードウェア等を
適切に管理すること。アップデートの必要が生じた場合は、速やかに紺応可否について検証を行
い適応するとともに、何らかの理由により対応ができない場合は、代替案を提示し本県の了承を得
て実施すること。

29 システム変更・パッチ等 リリース実施後に必要となった構成変更について、システム全体の構成情報を一元的に、最新の

状態で維持・管理すること。また、これらの情報を本県からの要求に応じて提供すること。

30 システム変更 'パッチ等 各種ハードウェアに関する資産情報の管理を行うこと。管理する情報は製品名、型番、
え、受託者にて必要と判断した項目とすること。また、本県からの要請により追加される場合があ
る。受託者は、本県からの要求に応じて資産情報を随時提供するとともに、ハードウェアの調達、
追加、廃棄等 の変更が生じた場合、資産情報の更新を行うこと。なお受託者は、資産情報と実体
情報との整合性を定期的 (年 1回以上)に確認し、資産情報を適切な状態に維持すること。

31 セキュリティ対策 セキュリティインシデント発生時の対応手順を文書 (対応手順書)にて士♭〔りl握め、本県の承認を得る
こと。また、封応手順書では、対応手順に加えセキュリティインシデントの優先度 (緊急度、影響範

囲、日標解決時間等)と優先度ごとの対応方法を定義すること。

32 セキュツテイ対策 妄晃昴写離覇蜃a啓戻翌曝邑〔講乳費義贔拿編憲罫亨患占ヨ∫
運用業務に甲連する最新のセキュリ

33 セキュリティ対策 最新のソフトウェア、ハードウェア等及 与える製品等に関する情報を収集し、早急
にセキュリティ姑策を実施できるよう、セキュリティ関連の情報を日次で収集し、必要に応じて本県
へ報告し、パッチ適用や対策の検討を開始すること。

34 セキュリティ姑策 新たな外部システムの接続に伴うネットワークの拡張、またはシステムの外部拠点の増カロなど、セ

キュリティ上の影響がある場合に、その影響を洗い出して対策の検討を行うこと。

35 セキュツテイ対策 運用開始後、利用するソフトウェア及びハードウェアの脆弱性情報を常時収集し、新たに脆弱性が

発見された場合に、情報システムを構成するソフトウェア及びハードウェアの更新を行う方法 (手順

等)を用意し、本県と協議の上実行すること。
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No 項 目 要件

36 セキュリティ対策 継続的にセキュリティが確保されるよう、PDCAサイクルで管理運用を行い、セキュリティレベルがl氏
減することのないよう|こ取り組むこと。l力日点評価 )

37 バツクアンプ バツクアンプ計画を作成し、計画に従い、パックアップを行うこと。なお、実行に際しては、バックアン
プソフトを導入した自動バックアップを行い、実行管理も併せて行うこと。

38 ノミックァップ バックアップに使用する媒体の保管。管理

39 ノミックァップ システム毎に、バックアップスケジュール表を作成し、それに沿つた媒体の世代管理

40 バックアップ 通常バックアップは自動的に取得すること。また、自動バックアップ以外に、手動による任意のタイミ
ングでのがックアップも可能であること。

41 ノミックァップ バックアップを1日 単位で3世代取得すること。

42 ′ミックァップ ′ミックァップ方式は、フルパックアップ方式または差分バックアンプとの組合せ方式のいずれかであ

ること。

43 ノミックァップ バックアップが本システムの通常運用に可能な限り影智を与えないこと。

44 ′ミックアップ ノミックァップはデータベース、アプリケーションソフトウェアについて行うこと。

45 ノミックァップ ′ミックアップ対象データは、磁気テープまたはストレージ等のパックア り保存す

46 バックアップ バックアップ媒体は、年2回、交換作業を行い、交換時点での最新のフルバンクアツプ媒体は県立

図書館へ運搬し、職員に手渡すこと。

47 機器定期点検 年1回、機器の保守点検を実施し、結果を報告す

48 機器定期点検 定期交換部品を交換すること。
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NO 項 目 要件

49 軽微なシステム変更・デー
タ抽出等の作業

職員からの求めに応じ、必要機材の購入、設定変更、機能修正、設置位置調整等の作業を行うこ

と。実施内容及び実施時期は双方協議により決定するものとする。なお、各年度の工数は、2人月

相当とする。

50 軽微なシステム変更・デー

タ抽出等の作業
横断検索先の図書館のシステム更新が行われた際、再設定作業を行うこと。

51 軽微なシステム変史・テー

タ抽出等の作業
賃貸借期間内における複合機のパフォーマンス契約費も本契約に含

52 定期報告 年2回の定期報告会を実施し、障害発生状況やセキュリティ紺策状況、機器定期点検結果等につ
いて報告すること。
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No 項 目 要件

1 基本事項 本システム及び本システムにかかる運用保守業務の品質を保ち、利用システムに対して安定的な
サービスの提供を図るため、以下のサービスレベルを担保すること。

2 評価項目及びサービスレベル 以下のとおりとする。

3 サービス提供時間 24時間865日 (計画停止・定翔保守を除く)

4 サービス稼働率 (計画停止を除く、
サービス提供機関における稼働率)

予定されたシステムの稼働時間のうち、正常に利用できた時間の比率(サービス利用時間■サービ
ス提供時間×100(%))が 999%以 上となることを目標とすること。

5 障害時の運絡 (障害検知から指定メー
ルアドレスヘメールするまでの時間)

休館日以外の平日9:00～ 19:00及 び上日祝日9:00～ 18:00は 30分以内、それ以外の時間帝は1時

間以内

6 障害着手
(県立図書館内での作業が必要な場
合、障害検知から館内管内で着手する
までの時間)

休館日以外の平日9100～ 19:00及び上日祝日9:00～ 18100は 1時間以内、それ以外の時間帝は2時

間以内 (リモートでの対応も可とする)

7 一次回答 受付翌開館日の開館時間中
(ただし、当日中に一次回答ができない場合は、見込みの連絡をすること。)
原則当日中に復旧の見込み等を報告すること。

障害回復時間 迅速に対応すること。障害回復時間は県と協議の上決定するが、最大でも8時間とする。

9 目標復旧時点 障害発生直前の状態にデータを復旧 目標とすること。

10 目標復旧レベル すべての業務が実行可能な状態となっていること。

11 大規模災害時システム再開 目標 大規模災害時、システムの再開は1カ月以内を目標とすること。

12 測 定 各サービスレベルについて遵守状況を毎月測定すること。

13 測 定 測定範囲はすべての機能とし、目標値を達成していることを確認すること。

14 達成できない場合 サービスレベルが達成できない見込みとなつた場合には、百ヒちに県と協議の上、以後の対未につい

て報告を行うこと。

15 達成できない場合 合意された目標値を達成できなかつたサービスレベル】真目がある場合は、達成できなかつた原因を

分析したうえで、改善策を提案し本県の承認を受けること。         デ

16 達成できない場合 改善策を実施してもサービスレベルの目標値が達成できない場合は、再度改善策を提出すること。

17 達成できない場合 サービスレベルを達成できない場合の損害賠償については、契約書
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No 項 目 要件

1 蔵書点検にかかる要
件

蔵書点検用端末 (賃貸借で納品するものと同機種の製品)を、年2回県立図書館で蔵書点検時期に15

台本県に貸与すること。

2 連携システム史改・変
更時の支援

本システムと連携するシステムの更新が行われる際、運携仕様検討、受け入れに際しての接続試験、

打合せ参加などを行うk十。

3 撤去要件 契約期間終了時または契約解約 、納入物件を撤去す その際、建物や家具に固定された

機器は固定金具等を外し、次期賃貸借納入物件が設置しやすいよう現状復旧を行うこと。ただし、別途

契約により賃貸借契約延長・物件の買い上げをする場合はこの限りではない。

4 撤去要件 契約期間の終了または解約時や機器更新時等 いて機器を撤去する場合は、蓄積された全ての

データを本県の指示するフォーマントで必要回数抽出し、データ項目を付して本県へ提出すること。抽

出データは、本県の指示に従い移行業者との打ち合わせに誠意を持って対応し、引き継ぐこと。

5 撤去要件 機器の中に本県のソフトウェア(データを含む)が残留しないよう1こ措置を講じた上で、データ消去及び

機器撤去に伴う全作業を行い、証明書を提出すること。



別紙27から別紙44まで 連携するシステム仕様及び連携仕様

セキュリティ担イ呆及び機密保持の観点からウェブに公開することができません。

入札説明書に示す問合わせ先まで申請いただき、入札参加の意思があると判断できる場合に

限り、申請 日・土日祝 日を除く3営業日以内に提供します。

別紙
番号

別紙名称

27 連携仕様 (統合検索システム)

28 NALIS― OAI― PMH仕 様 書 (統合検 索システム連 携 )

26 出カフォーマット及びマッピング仕様書

29 連携仕様 (統合検索システム)

30 NALIS― OAI― PMH仕 様 書 (展示システム連携 )

31 連携仕様 (IC関連機器 )

32 機能設計書_セルフ貸出機_連携設計書

38 機能設計書_セルフ貸出機_エラーヅターンコード

34 機能設計書_セルフ貸出機_エラー通信仕様

35 機能設計書_予約棚システムノ ラヾメーター設計書

36 機能設計書_予約棚システム_連携設計書

37 機能設計書_持出防止ゲーLパラメータ設計書

38 機能設計書_持出防止ゲート_連携設計書

39 機能設計書_返却トラック_連携設計書

40 機能設計書_返却トラックノくラメータ設計書

41 機能設計書ノ ンヽディRW連携設計書
42 DLLリファレンスマニュアル

43 連携仕様 (サイネージ)

44 サイネージ書庫出納表示連携設計書


